
令和８年度第１回三重県観光審議会 議事次第 

 

日時：令和８年５月１８日（月） １３時３０分～１５時３０分 

場所：三重県庁３階 プレゼンテーションルーム（ハイブリッド形式） 

 

１ 開会 

 

 

２ 意見交換 

【議題】 

次期三重県観光振興基本計画の骨子案について 

 

 

３ 報告事項 

みえインバウンド誘客計画（仮称）の中間案について 
 
 

４ 閉会 

 

 

 

 

（説明資料） 

資料 1 次期三重県観光振興基本計画骨子案 

資料 1 別紙 ご意見をいただきたいこと（課題） 

資料2 みえインバウンド誘客計画（仮称）中間案【概要版】 

 

（参考資料） 

資料３ みえインバウンド誘客計画（仮称）中間案 

 



【敬称略/50音順】

氏名 所属・役職名 備考

1 石阪　督規 埼玉大学　教授 会場参加

2 伊与田　美歴 独立行政法人国際観光振興機構　理事 会場参加

3 江﨑　貴久 有限会社オズ　代表取締役 会場参加

4 佐藤　達夫
株式会社地域経済活性化支援機構
　マネージング・ディレクター

Web参加

5 沢登　次彦 立教大学大学院ビジネスデザイン研究科兼任講師 欠席

6 竹谷　賢一 公益社団法人三重県観光連盟　会長 欠席

7 千種　清美 皇學館大学文学部非常勤講師 Web参加

8 中村　直美 株式会社交通新聞社　常務取締役 Web参加

9 萩　美香 三重県「みえの国観光大使」 会場参加

10 濱田　典保 株式会社赤福　顧問 欠席

11 原田　静織 TOUCH GROUP株式会社　代表取締役 Web参加

12 本保　芳明 一般財団法人アジア太平洋観光交流センター　理事長 欠席

13 山田　桂一郎 JTIC.SWISS　代表（スイスツェルマット観光局） 欠席

　令和８年度第１回三重県観光審議会　委員名簿



〇

〇

〇

〇

〇

メディア

令和８年度第１回三重県観光審議会（５月１８日）座席表

事
務
局

三重県庁３階　プレゼンテーションルーム

出
入
口

事
務
局

事
務
局

メディア

石阪会長

○

○

○

○

○

○

塩野部長

知事

江﨑委員

○

●

○

○○

○
○

○

服部副部長

○

○ 小松課長

萩委員

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

藏本課長補佐兼班長○●

審議会委員 ８名/１３名

会場参加 ４名

Web参加 ４名

佐藤委員、千種委員、

中村委員、原田委員

藤田課長

中川課長

酒井課長

伊与田委員

プロジェクター

モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー

郡次長

●



 

 

令和８年度第１回三重県観光審議会 進行プログラム 
 
 

時間 項目 

13:30～13:34 
開会 

審議会の成立 

13:34～13:50 
事務局資料説明 

 資料１ 次期三重県観光振興基本計画の骨子案について 

13:50～15:05 意見交換（75分程度） 

15:05～15:27 
事務局資料説明 

資料２ みえインバウンド誘客計画（仮称）の中間案について 

15:27～15:30 
閉会 

【部長挨拶】 

 



次期三重県観光振興基本計画
骨子案

三重県観光部

資料１



【 目 次 】

１ 三重県観光振興基本計画の位置づけ・・・・・・・・・・・  2

２ 現状分析

（1）世界における観光の情勢 ・・・・・・・・・・・・ 3

（2）日本における観光の情勢 ・・・・・・・・・・・・ 4

      （3）三重県における人口減少と地域経済の展望 ・・・・・ 5

   （４）三重県における観光の情勢・・・・・・・・・・・・   ６

３ 現行計画（R6年度～R8年度）の振り返り

（1）施策体系 ・・・・・・・・・・・・  ８

（2）KGI・KPI達成状況の状況 ・・・・・・・・・・・・ ９

      （3）振り返りを踏まえた今後の方向性 ・・・・・・・・・ 10

４ 次期計画のコンセプト ・・・・・・・・・・・・ 16

５ 次期計画の骨子案  ・・・・・・・・・・・・ 18



1 三重県観光振興基本計画の位置づけ 2

〇計画の位置づけ

• 「みえの観光振興に関する条例」に基づく「観光の振興に関する基本的な計画」として策定

• 本書で計画を策定した後は、計画の実効性を高めるため、目標に向けた方向性や戦略に従い、毎年度、具体的にどのように実施

していくのかをまとめたアクションプランを策定し、着実に取組を進めていくこととする。

○計画期間

• 令和９年度（2027年度）～１３年度（2031年度）の５か年（予定）※1

 ※1：本書で定める計画は、三重県の中期戦略計画である「総合計画（現行名称：みえ元気プラン）」に基づくものであるため、当該計画の期間（予定）

（令和9年度（2027年度） ～13年度（2031年度） ）と同一の計画期間としている。

○各種計画資料等の更新スケジュール

令和８年度

（2026年度）

令和９年度

（2027年度）

令和１０年度

（2028年度）

令和１１年度

（2029年度）

令和１２年度

（2030年度）

令和１３年度

（2031年度）

総合計画
(みえ元気プラン)

観光振興基本計画

アクションプラン

みえインバウンド
誘客計画（仮称）

反映

反映

現行基本計画

反映

みえ元気プラン

期間終期は
次期総合

計画と整合

反映 反映 反映 反映

次期基本計画

次期総合計画

反映



２ 現状分析

観光分野は外部環境の影響を受けながらも回復しつつあり、今後も成長が見込まれる中、持続可能な観
光の在り方への関心が高まっている。

3

（１）世界における観光の情勢

〇国際観光需要

• 2025年の国際観光客数は約15億2,000万人※1となり、コロナ禍前の成長

軌道へと回帰し、今後も航空便の増加やビザの緩和などにより拡大が見込ま

れる。

〇観光の経済的可能性

• 2025年の国際観光客による支出額は約2兆1,000億ドル※2、観光関連産業

を含めた経済効果は約11兆7,000億ドル※2と、過去最高になると推測され、

世界のGDPの約10.3% ※2 を占める一大産業となっている。
UN Tourism「世界観光指標」に基づき三重県作成

〇観光を取り巻く環境と中長期的潮流

• 国際情勢、為替・物価、技術革新など多様な外部環境の影響を受けながら、観光は単なる量的拡大から質的価値の向上へと転換

が進んでいる。

• こうした中、環境負荷や地域住民への影響といった課題への対応の重要性が高まり、とりわけ、環境保全や地域社会との共生を

重視するサステナブル・レスポンシブル・ツーリズムの考え方が国際的に普及し、地域住民と観光客双方の満足度向上を目指す

観光マネジメントの強化などが進められている。
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図１：国際観光客数 単位：億人

※1： UN Tourism「World Tourism Barometer 2026年1月号」より引用、※2：WTTC 「Travel & Tourism Economic Impact 2025」より引用



２ 現状分析

人口減少・少子高齢化が進行する中、観光産業は、地域活性化の「切り札」として、地域消費や投資、
雇用を創出し、人口減少の影響を緩和する重要な役割を担っている。

4

（２）日本における観光の情勢

〇国内観光需要

• 訪日需要は堅調に回復し、2025年の訪日外国人旅行者は約4,268 万人、消

費額約9.5兆円※1と過去最高を記録した。日本人の国内旅行需要は旅行消費額

全体の約７割超を占めるものの横ばい傾向にあり、2025年の国内旅行者数は

延べ 約5.5億人、消費額は約26.8兆円※2であった。

〇国内における観光の経済的可能性

• 観光支出は、裾野の広い観光関連産業（宿泊、飲食業等の従事者は約900万人

※1 ）に裨益するとともに、製造業や農林水産業等の多様な産業の生産も促す。

訪日外国人旅行消費額約9.5兆円は、自動車産業に次ぐ我が国第二位の輸出分

野に匹敵、経済波及効果は約19兆円程度※1と推測される。

〇国の基本方針（第５次観光立国推進基本計画）

• 「インバウンドの戦略的な誘客と住民生活の質の確保との両立」を柱とし「住

んでよし、訪れてよし」の実現を目指すとともに、観光DX・観光人材の確保

の推進を掲げ「働いてよし」の観光産業の実現を図り、国として持続的な観光

に取り組む。

法務局「出入国管理統計」、観光庁「インバウンド消費動向調査」

に基づき三重県作成

国内交流・
アウトバウンド拡大

観光地・観光産業の
強靭化

インバウンドの戦略的な誘客と
住民生活の質の確保との両立

施策の柱
第５次観光立国推進基本計画

2,869
3,119 3,188

412

25 383

2,507

3,687

4,268

44,162 

45,189 
48,135 

7,000 1,000 
9,000 

53,000 

94,549 

¥0

¥20,000

¥40,000

¥60,000

¥80,000

¥100,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

訪日外国人旅行者 観光消費額

図１：訪日外国人旅行者数・観光消費額 単位：万人/億円

64,751

56,178
58,710

29,341

26,821

41,785

49,758

53,995

55,366

211,130 

204,834 

219,312 

99,741 91,783 

171,609 

219,101 

251,536 
267,746 

¥0

¥50,000

¥100,000

¥150,000

¥200,000

¥250,000

¥300,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

延べ旅行者数 消費額
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観光庁「旅⾏・観光消費動向調査」に基づき三重県作成

※1：観光庁「第５次観光立国推進計画」より引用、※2：観光庁「旅⾏・観光消費動向調査」2025年速報値より引用



三重県においても人口減少が進行する中、地域経済の縮小が懸念されておりその影響を補う必要がある
が、人口規模に依存する内需拡大には限界があることから、外需の獲得が重要となる。

5

（３）三重県における人口減少と地域経済の展望

〇三重県の人口推移と地域経済への影響

• 三重県の人口は、2007年をピークに減少局面に入り、2024

年は171万人となっている。「日本の地域別将来推計人口

（2024年推計）」によると、2035年には約157万人となり、

約10年間で14万人減少すると推定されている。

• また、人口減少に伴う年間消費額の減少は1,890億円※2 ※3に相

当する（推計）。

• 県では2023年に「三重県人口減少対策方針」を策定し、人口減

少対策に取り組んでいるが、持続可能な地域経済の維持には、

年間消費額の維持・拡大にも取り組む必要がある。

〇年間消費額の維持・拡大

• 年間消費額を維持・拡大するには、内需・外需の維持・拡大が必要だが、人口規模に依存する内需には限界がある。

• 外需獲得の手段の1つとして、旅行者が県内経済に直接消費を落とす「観光」が、地域経済にとって重要な位置づけに

あると考えられる。

２ 現状分析

三重県「三重県の人口 – 三重県月別人口調査結果 -令和6年10月1日現在」、国立社会保障・

人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」に基づき作成

図１：三重県の年齢３区分別人口の推移※1 単位：万人/％

※1：2030年以降は社人研推計値である、※2：14万人×135万円（定住人口１人当たり年間消費額）、※3：計算方法は観光庁「我が国観光産業の現状と今後の展望」より引用



三重県の観光は、観光入込客数、延べ宿泊者数、観光消費額すべて回復・拡大傾向にある。
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（４）三重県における観光の情勢 - 旅行者数の現状

○観光消費額

• コロナ禍以降回復・増加傾向にあり、2024年は5,236

億円と直近5年で最大額となっている。

２ 現状分析

三重県 「令和6年観光レクリエーション入込客数推計書・観光客実態調査報告書」に基づき作成

三重県「三重県観光統計」に基づき作成
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図２：延べ宿泊数（日本人）

単位：万人泊

図３：延べ宿泊数（外国人）

単位：万人泊

図１：観光入込客数 単位：千人

図４：観光消費額 単位：億円

※1：2010年に調査基準の改定があったため、2011年以降で比較している



観光従事者の観点では、「宿泊業」、「飲食サービス業」について、県内の他産業と比較して平均勤続
年数が短く、平均年収も低い状況にある。
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（４）三重県における観光の情勢 - 観光産業を取り巻く環境

２ 現状分析

○平均勤続年数

• 2025年の三重県における産業別平均勤続年数は、全体平均が

12.9年であることに対し、「宿泊業」の平均勤続年数は10.0年

と2.9年短い。

○産業別平均年収

• 令和7年の三重県における産業別平均年収は、全体平均が511万

円であることに対し、「宿泊業」の平均年収は411万円と100

万円低い。

• また、本県は「宿泊業」だけでなく、観光要素の1つとなる

「食」に関わる「飲食サービス業」も平均年収、平均勤続年数

ともに県内平均と比較して低水準にある。

0
100
200
300
400
500
600
700
800

411

511

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

10.0
12.９

厚生労働省「賃金構造基本統計調査」に基づき三重県作成

図1：産業別平均勤続年数(令和7年) 単位：年

図2：産業別平均勤続年収(令和7年) 単位：万円
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現行の観光振興基本計画は、「旅行者よし」、「事業者よし」、「地域住民よし」の三方よしの状態を
目指すことを目標に、3つの施策の柱と各施策に紐づく戦略・戦略目標を定めている。
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（1）施策体系

３ 現行計画（R6年度～R8年度）の振り返り

国内外の旅行者がおすすめしたい観光地にな
ることで、観光産業が地域経済に貢献し、三
重県全体の発展に寄与するとともに、住民が
地域に対して愛着や誇りを持っている。

旅行者よし
旅行者が来てよかったと感じ、家族や
友人に勧めてくれている。

事業者よし
観光産業に従事する方々がいきいきと
働き、おもてなしをしている。

地域住民よし
地域住民が、地域における観光の効果を感
じ、旅行者を歓迎している。

〈主目標〉観光消費額

〈副目標1〉観光紹介意向率

〈副目標2〉観光従事者満足度

〈副目標3〉観光がプラスの効果をもたらす
と捉えている地域住民の割合

目標 施策の柱

1.
質が高く、
持続可能な

観光地
づくり

1-1 持続可能な観光地マネジメント
  持続可能な観光地づくりに取り組む地域数、
  先駆的DMOの設定数

1-2 観光の質の向上による高付加価値化
 日本人宿泊者観光消費単価、外国人観光消費単価

1-3 三重の特性を生かした滞在型観光の推進
  平均宿泊日数

1-4 旅行者を受け入れる基盤の整備
  宿泊者満足度、県外宿泊者5回以上リピーター率

2.
戦略的な

観光戦略の
推進

2-1 戦略的な観光マーケティングの推進
  観光地域マーケティング戦略を策定したDMOの数

2-2 国内観光誘客の推進
  日本人延べ宿泊者数、
  宿泊を伴う教育旅行で県外から訪れた学生数

2-3 インバウンド誘客/MICE・産業観光の推進
  外国人延べ宿泊者数、国際会議開催件数

3.
魅力的な

観光産業の
確立

3-1 観光産業の生産性向上
  生産性向上に取り組んだ事業者数

3-2 観光産業を支える人材の確保・育成・定着
  待遇改善に取り組んだ事業者数

戦略 ※戦略目標



*グレー個所は骨子案作成時点では集計中

<令和6年>

指標 単位 基準値 目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率

<令和7年>

27.90

52.60

68.10

1

0

26,922

44,000

1.18

43.20

58.30

0

8,211

68,895

389

5

0

0

36.5

55.0

71.5

1

0

28,000

47,300

1.26

46.60

61.70

1

8,211

69,000

389

9

10

10

33.5

60.2

54.9

1

0

29,538

63,000

1.21

48.60

58.90

1

8,129

38,459

241

3

64

46

91.8%

109.5%

76.8%

100.0%

-

105.5%

133.2%

96.0%

104.3%

95.5%

100.0%

99.0%

55.7%

62.0%

33.3%

640.0%

460.0%

40.8

57.0

73.2

3

0

29,500

48,950

1.30

48.30

63.40

2

9,040

69,000

420

12

25

25

37.2

64.4

-

3

0

31,376

51,000

1.20

42.40

54.90

2

8,957

41,268

372

9

117

84

KGI

KGI

KGI

KGI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

観光消費額

観光紹介意向率

観光従事者満足度

観光がプラスの効果をもたらすと捉えている地域住民の割合

持続可能な観光地域づくりに取り組む地域数

先駆的DMOの認定数

日本人宿泊者消費単価

外国人観光消費単価

平均宿泊日数

宿泊者満足度

県外宿泊者5回以上リピーター率

観光地域マーケティング戦略を策定したDMOの数

日本人延べ宿泊者数

宿泊を伴う教育旅行で県外から訪れた学生数

外国人延べ宿泊者数

国際会議開催件数

生産性向上に取り組んだ事業者数

待遇改善に取り組んだ事業者数

億円

％

%

%

地域

件

円

円

泊

%

%

件

千人

人

千人

件

社

社

5,564 5,130 5,236 102.1% 5,560 -* -

91.2%

113.0％

-

100.0%

-

106.4%

104.2%

92.5%

87.8%

86.6%

100.0％

99.1%

59.8%

88.6%

75.0％

468.0％

336.0％

戦略

副目標①
旅行者よし

副目標②
事業者よし

副目標③
地域住民よし

主目標

質が高く
持続可能な

観光地づくり

戦略的な
観光誘客の

推進

魅力的な観光
産業の確立

３ 現基本計画（R6年度～R8年度）の振り返り

（２）KGI・KPI達成状況

事 地

事旅

旅 地

凡例 ：旅行者よし ：事業者よし ：地域住民よし旅 事 地

9

69,000 41,268 56.8%



（３）振り返りを踏まえた今後の方向性 – 副目標①：観光紹介意向率

３ 現基本計画（R6年度～R8年度）の振り返り

観光紹介意向率は目標未達の状況。今後はアクセス改善や旅ナカ満足度向上に係る取組を実施すること
で一定の相関関係にある旅行者満足度を向上させることで、意向率の上昇につなげることを想定。

• 副目標①「観光紹介意向率」については目標未達の状況。

• 観光紹介意向率においては、宿泊者満足度と一定の相関関係にあるこ

とから、図1より宿泊者満足の理由をみると、食や観光スポットを楽

しめる点が多く上がる一方、現地へのアクセスや観光情報の入手、地

元の人のホスピタリティはあまり選ばれていない。

• R6～8年にかけて、数々のコンテンツ・ルート造成に取り組んできた

ものの、アクセス・二次交通整備や、旅ナカでの情報入手等に係る取

組は不十分な状況。

副目標①：観光紹介意向率

• 今後の方向性としては、上記に挙げたアクセスや、旅ナカでの満足度向上に寄与する取組を検討することで旅行者満足度の

向上を目指し、相関関係にある紹介意向率の向上につなげることが有効であると思われる。

旅行者よし

<令和6年>

単位 基準値 目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率

<令和7年>

実績
27.90 36.5 33.5 91.8% 40.8 37.2％ 91.2%

10

49

28

31

71

129

143

155

381
467

0 100 200 300 400 500

その他
地元の人のホスピタリティ

現地でいい観光情報を入手できた
現地へのアクセスが良かった

魅力のある特産品や土産物
魅力的な宿泊施設

楽しめる体験・アクティビティ
楽しめるスポットや施設

地元ならではのおいしい食べ物

三重県 「三重県観光客実態調査」アンケート集計結果に基づき作成
（2025年：県内宿泊者のみ・複数回答）

単位：件図１：旅行満足の理由



（３）振り返りを踏まえた今後の方向性 – 副目標②：観光従事者満足度

３ 現行計画（R6年度～R8年度）の振り返り

観光従事者満足度は目標達成を果たしており、今後に向けては現計画における実行施策を維持しつつ、
全国的な人手不足や他産業との比較を踏まえ、雇用確保や育成に向けた支援の検討が必要となる。

• 副目標②「観光従事者満足度」は目標を達成している状況。

• R6年度～8年度にかけて実施した施策を振り返ったところ、観

光事業者を対象とした支援（経営改善に向けたコンサル事業や

施設改修支援等）を実施したことにより、生産性向上や待遇改

善に取り組む事業者数が増加したことがわかる。

• 賃金をはじめとした従業員の待遇にも向上の兆しが見えている

ものの、全国的な人手不足や他産業との平均勤続年数や平均年

収と比較すると、より一層の事業者に対する支援が求められる。

• 今後に向けては、現計画で実行した生産性・待遇改善に向けた

取組を一層推進することで、満足度の維持・向上を目指す必要

がある。

<令和6年>

単位 基準値 目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率

<令和7年>

実績

副目標②：観光従事者満足度

事業者よし 52.60 55.0 60.2 109.5% 57.0 64.4% 113.0％

三重県「平均毎月勤労統計調査地方調査結果（三重県分）」に基づき作成

101,705 
120,913 125,875 

7,108 

10,053 7,160 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

令和5年 令和6年 令和7年

賞与等

きまって
支給する給与

凡
例

令和5年 令和6年 令和7年 備考

0 ※測定無し 64(10) 117(25) 前年比で増加、達成

令和5年 令和6年 令和7年 備考

0 ※測定無し 46(10) 84(25) 前年比で増加、達成

表1、2ともに観光事業者を対象としたアンケートに基づき作成
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表1：生産性向上に取り組んだ事業者の数の目標値（実績値）

表2：待遇改善に取り組んだ事業者の数の目標値と実績値

単位：事業者数

図1：賃金（三重県・宿泊業，飲食サービス業） 単位：円



（３）振り返りを踏まえた今後の方向性 – 副目標③：観光がプラスの効果をもたらすと捉えている地域住民の割合

３ 現行計画（R6年度～R8年度）の振り返り

県内の観光地化に伴い生活への悪影響を懸念する住民が増加傾向にあり、今後はオーバーツーリズムの
現状を把握する調査を実施したうえで、住民への影響を予防するための取組の検討・実施が必要である。

• 副目標③「観光がプラスの効果をもたらすと捉えている地域住

民の割合」は目標未達の状況。

• 図1より、「騒音やゴミの増加による生活環境の悪化」、「観

光地化による物価上昇」といった回答が増加傾向にあり、観光

地化が生活への悪影響を及ぼすことを懸念する意見が増えつつ

ある。

• また、一部地域では「道路の渋滞、バスやタクシーの混雑」に

影響があると答えた割合が高く、オーバーツーリズムによる影

響に特に注目が集まっている様子が分かる。

• 今後に向けては、オーバーツーリズムの現状を把握するための

調査を実施したうえで、住民への影響を予防・解消するための

取組の検討・実施が必要である。

図1、表1とも三重県「第３回みえ県民１万人アンケート≪集計結果 報告書≫」（R6年度実施）内、
「県内各地で観光客が増えると、どのような効果や影響があると思うか」の問いに対する回答に基づき作成

<令和6年>

単位 基準値 目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率

<令和7年>

実績

副目標③：観光がプラスの効果をもたらすと
捉えている地域住民の割合

地域住民よし

68.10 71.5 54.9 76.8% 73.2 -% -
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図1：県内各地で観光客が増えるとどのような効果や影響があると思うか 単位：%

表1：地域別／回答分布（色付きは各地域で3位までに該当する項目） 単位：%



（３）振り返りを踏まえた今後の方向性 – 主目標：観光消費額

３ 現行計画（R6年度～R8年度）の振り返り

観光消費額の目標達成は国内旅行者の消費単価向上、外国人観光客の実宿泊者数・平均宿泊日数の増加
に起因するところが大きい。今後は国内外各々に伸ばすべき指標を設定しつつ、地域住民の生活の質と
の両立を図る必要がある。

• 各副目標振り返りより、「旅行者よし」「地域住民よし」の面で不足が見られ、今後より一層の旅行者に向けた誘客施策、満足

度向上に向けた施策が求められる一方、観光振興と地域住民の生活の質との両立が重要な視点となる。

• 主目標「観光消費額」については数値目標は達成*。オーバーツーリズムを予防しつつ観光消費額を高めるには「実宿泊者数×

平均宿泊日数×消費単価（1日当たり）」の３要素を高めることが効果的であることから、今回の目標達成は国内旅行者の消費単

価向上、外国人旅行者の宿泊者数・平均宿泊日数増に起因するところが大きいものと考えられる。

• しかし、国内宿泊者の消費単価の増加は全国的にみられることや、物価上昇の影響を鑑みると、高付加価値化が実現されたとは

一概に断定できない状況。また、外国人旅行者は宿泊者数が大幅に増加しているものの、消費単価は前年比を大幅に下回る結果

となっており、狙った高付加価値旅行者を獲得し切れていない可能性がある。

• これらを踏まえ今後の消費額増加に向けては、国内外それぞれに注力するポイントを明確にし、施策を展開する必要がある。

主目標：観光消費額

<令和6年>

単位 基準値 目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率

<令和7年>

実績
億円 5,564 5,130 5,236 102.1% 5,560 - -

※令和7年は達成見込み

• オーバーツーリズム等による地域住民の生活の質
へのマイナスな影響に関心が集まっている状況。

• 今後はオーバーツーリズムの現状を把握したうえ
で、対応策の必要性を検討、実施していくことが
重要である。

• 主目標は達成できているものの、国内外それぞれ、改
善すべきポイントは残されている状況。

• これらの改善のため、今後もさらに誘客に向けた取組
や満足度向上に向けた施策は拡大する必要がある。

両立の
必要性

旅行者 地域住民
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（３）振り返りを踏まえた今後の方向性 – 国内旅行者に向けたアプローチ

３ 現行計画（R6年度～R8年度）の振り返り

国内に向けては、平均宿泊日数の長い関東圏旅行者を引き続き主要ターゲットとするとともに、関西
圏・中京圏旅行者に対して「プラス１泊」を促すアプローチが必要である。

• 現状、関東圏旅行者に向けた取組では、SNSやテレビ等の

メディアを通じた情報発信、観光情報説明会など、多様な手

段を活用することにより、効果的に三重の魅力を発信したこ

とにより、認知は一定獲得できているものと考えられる。今

後は行動にフェーズを移行し、実際に足を運んでもらえてい

るのかに目を向ける必要がある。

• 今後に向けては関東圏旅行者の満足度が十分でないアクセス

利便性や二次交通の充実により来訪ハードルを下げる、比較

検討にて選ばれるため近隣県と差別化された魅力を伝える等、

観光インフラの整備とともに、情報発信における内容の検討

が必要である。

• 関西圏・中京圏は県内旅行者数をけん引する層であるものの、

多くは日帰り、もしくは１泊であり、平均宿泊日数において

は伸びしろのあるエリア。

• 今後は観光消費額の増加に向け「プラス１泊」を実現させる

ため、歴史・文化、食、自然（癒し）等の三重県ならではの

地域資源を生かし、広域ブランディングやストーリー性のあ

る滞在価値を訴求することで、滞在型周遊観光を推進すると

ともに、関西圏・中京圏に向けた効果的な情報発信を行う必

要がある。

国内旅行者に向けたアプローチ

関東圏旅行者の来訪促進 関西圏・中京圏旅行者の宿泊促進

POINT POINT

• 日本人旅行者においては消費単価・実宿泊者数は一定増加しているものの、平均宿泊日数は全国と比較しても伸び悩んでいる状

況。平均宿泊日数増加に向けては拡大余地の残される平均宿泊日数の多い関東圏旅行者をターゲットとしつつ、発地別日本人旅

行者のうち母数の多い関西圏・中京圏旅行者に向けて、プラス1泊を促すアプローチが必要であると考えられる。
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（３）振り返りを踏まえた今後の方向性 – 訪日外国人旅行者に向けたアプローチ

３ 現行計画（R6年度～R8年度）の振り返り

海外に向けては、消費単価向上のため観光インフラの整備を推進するとともに、戦略的なマーケティン
グを実施することで宿泊者数を増加させる必要がある。

• 消費単価は目標を上回っているものの、R6から大幅に減少

しており、高付加価値旅行者層の取り込みが十分でない状況。

• 課題としては、ソフト面（地域資源を外国語で届けるガイ

ド）と、ハード面（上質な宿泊施設の整備、訪日外国人旅行

者対応のための環境整備、二次交通の整備）両面の観光イン

フラの不足が挙げられる。

• 今後も引き続き、訪日外国人旅行者が安心・安全かつ快適に

滞在できる環境整備や、ストレスなく観光地に移動できる交

通アクセスの整備等、観光インフラの整備を推進する必要が

ある。

• 外国人延べ宿泊者数の数は国・地域の裾野の広がりもあり一

定の増加の兆しが見られる状況。一層この傾向を確かなもの

にしていく必要がある。

• 課題としては、中部国際空港からの集客に依存しておりゴー

ルデンルートを周遊する旅行者の取り込みが不十分、交通ア

クセスを含め認知度が低い点等が挙げられる。

• 今後は、「みえインバウンド誘客計画（仮称）」に基づき、

新たな広域周遊ルートの確立やデータに基づき重点的に取り

組む市場の絞り込みなど、戦略的なマーケティングを実施す

る必要がある。

訪日外国人旅行者に向けたアプローチ

観光インフラの整備による

消費単価向上

POINT 戦略的なマーケティングによる

宿泊者数の増加

POINT

• 訪日外国人旅行者においては、延べ宿泊者数がR6からR7にかけて154％に増加しているものの現行計画の目標値は未達であ

り、消費単価は目標値を満たしているものの、R6からR7にかけて減少している。そのため、消費単価向上のため観光インフラ

の整備を推進するとともに、戦略的なマーケティングを実施することで宿泊者数を増加させる必要がある。

15



（１）１０年後のめざす姿

『国内外から“訪れるべき場所”として選ばれ続け、

調和によって持続的に発展する観光地』

○本県の魅力を求めて様々な国からの訪日外国人旅行者と、国内からの日本人旅行者が
訪れることで、観光産業が本県経済を支える主要な産業となっている。

○「訪日外国人旅行者と日本人旅行者の誘客の調和」、「観光と地域住民の生活の質の調和」
「式年遷宮前後の旅行需要の調和」という“三重（さんじゅう）の調和”によって、
地域に活力と交流をもたらし、住民が愛着や誇りをもち、持続的に発展する観光地になって
いる。

『旅行者よし、事業者よし、地域住民よしの持続可能な観光地』

○国内外の旅行者がおすすめしたい観光地になることで、観光産業が地域経済に貢献し、三重県全体の

発展に寄与するとともに、住民が地域に対して愛着や誇りを持っている。

４ 次期計画のコンセプト 16

現行計画

次期計画



（２）今後５年間で重点的に取り組む内容

今後10年の間には第63回式年遷宮が予定されており、世界的に三重

県に注目が集まりつつあるなかで、次期基本計画の５年間の計画期間

で重点的に取り組むべき内容として、次の３点を盛り込みます。

①訪日外国人旅行者を受け入れ、リピーター化しつつ、オーバーツー

リズムを予防するための「質が高く、持続的な観光地づくり」

②データに基づいて国内外の旅行者を安定的に誘客するための「戦略

的な観光誘客の推進」

③観光産業を持続的に発展させるための「魅力的な観光産業の確立」

令和８年度

（2026年度）

令和９年度

（2027年度）

令和10年度

（2028年度）

令和11年度

（2029年度）

令和12年度

（2030年度）

令和13年度

（2031年度）

令和14年度

（2032年度）

令和15年度

（2033年度）

令和16年度

（2034年度）

令和17年度

（2035年度）

令和18年度

（2036年度）

計
画

イ
ベ
ン
ト

イ
ン
フ
ラ

次 期 基 本 計 画現行計画

三重県政
150周年

次期式年遷宮
お木曳行事

アジア競技
大会（愛知）

ワールド
マスターズ

ゲームズ関西

国際園芸
博覧会2027

（横浜）

次期式年遷宮
宇治橋架け
替え渡始式

東海環状
自動車道
県内全面
開通予定

大阪ＩＲ
開業予定

伊勢志摩
国立公園

指定90周年

第63回
式年遷宮

セントレア
第２滑走路

供用開始予定

４ 次期計画のコンセプト 17

次 々 期 基 本 計 画

リニア品川－名古屋間運行開始予定

第
61
回
遷
宮

お
木
曳

第
62
回
遷
宮

安定的に誘客

リピーター化

三重県「三重県観光客実態調査」、観光庁「宿泊旅行統計調査」に基づき三重県作成

図1：伊勢神宮参拝者数、県内延べ宿泊者数の推移 単位：人



５ 次期計画の骨子案 ～施策の柱～ 18

質が高く、持続的な観光地づくり

施策の柱1 施策の柱２ 施策の柱３

戦略的な観光誘客の推進 魅力的な観光産業の確立

• 「プラス1泊」を促すための滞在型
周遊観光の整備

• ソフト・ハード両面の高付加価値化
を含めた観光インフラの充実

• オーバーツーリズムの未然防止に向
けた現状把握、取組の検討・実施

• 関東圏からのさらなる来訪促進に加
え、関西圏・中京圏へ「プラス１
泊」の滞在価値を訴求

• 「みえインバウンド誘客計画（仮
称）」に基づき、新しい広域周遊
ルートの確立など戦略的なマーケ
ティングに資する取組を展開

• 国内外の観光客の安定的な供給を受
け入れられる観光産業とするための、
生産性向上や人材確保・育成・定着
のさらなる推進

• 日本人旅行者の平均宿泊日数が低迷

• 訪日外国人旅行者の宿泊者数の増加
および消費単価の上昇が必要

• オーバーツーリズムの未然防止に向
けた具体的な取組がない

• 日本人旅行者では、関東圏の宿泊者
の構成比が増加している一方、特に
関西圏・中京圏で日帰り率が高い

• 訪日外国人旅行者では、重点的に取
り組む市場国の設定や施策の検討が
されておらずリソースが分散

• 人口減少下で観光産業の雇用人数が
減少しているものの、生産性向上の
取組により、所定外労働時間は一定

• 待遇改善の取組により、観光産業の
賃金総額が上昇

• 他産業と比較すると平均勤続年数や
平均年収は依然として低位

横断的視点

観光DX

取組の
充実・継続

• 県・全県DMOのデータ整備等により、DMO
等や事業者におけるデータの利活用が浸透し
つつある

• 取組を充実・継続していくための体制強化が
必要

• 県・全県DMOのデータ整備等による、DMO等や
事業者におけるデータの利活用のさらなる推進

• 観光人材の確保・育成、観光振興にかかる安定的
な財源確保の検討

振り返り 振り返り 振り返り

強化・見直し方向性 強化・見直し方向性 強化・見直し方向性

振り返り 強化・見直し方向性



ご意見をいただきたいこと（課題）

○施策の柱１「質が高く、持続的な観光地づくり」
・日本人旅行者の平均宿泊日数を伸ばすにはどうすべきか

（R7：三重県1.19日、全国1.42日）

・訪日外国人旅行者の宿泊者数を増加および消費単価を上昇
させるにはどうすべきか
（R7延べ宿泊者数：三重県372千人、全国32位）

（R7宿泊者消費単価：三重県50,645円、全国58,476円）

・オーバーツーリズムを未然に防止するためにはどうすべきか
（観光がプラスの効果をもたらすと捉えている地域住民の割合 R6：54.9％）

○施策の柱２「戦略的な観光誘客の推進」
・日帰りが多い関西圏・中京圏日本人旅行者に宿泊してもらう
にはどうすべきか
（R6の日帰り客の52％が関西圏・中京圏）

○施策の柱３「魅力的な観光産業の確立」
・他の産業と比較すると低い勤続年数や年収を伸ばすにはどう
すべきか
（R7の平均年収：宿泊業411万円、三重県平均511万円）

資料１別紙



○ 外国人延べ宿泊者数のコロナ禍前からの回復率が全国47位（2024年）となるなど、回復に遅れ。

みえインバウンド誘客計画（仮称）＜中間案＞【概要版1／２】

本県の魅力を求めて様々な国・地域からインバウンドが本県を訪れ、人口減少により顕在化した

国内旅行者の減少を補い、観光産業が本県経済を支える主要な産業として持続的に発展している

10年後の
めざす姿

（１）訪日外国人旅行者受け入れの基盤となる宿泊施設や交通、
ガイド人材などの観光インフラの充実を図る。

（２）時間帯・エリア・交通動線等による混雑の「偏在」である、いわ
ゆるオーバーツーリズムを未然に回避しながら取組を進め、国・
地域の多様化・分散化を図る。

（３）データに基づき重点的に取り組む市場の絞りこみを行い、
市場ごとの嗜好をふまえたプロモーションを戦略的に展開する。

（４）ゲートウェイや交通アクセスを考慮して本県を含む新たな
周遊ルートを確立し、ゴールデンルートを周遊する旅行者など、
東京や大阪で入国する旅行者の取り込みを図る。

（５）近隣府県や県内市町・ＤＭＯ、県内観光関係者等との連携を
強化しつつ地域一体となった誘客取組を実施する。

（６）取組を充実・継続していくため、人材の確保・育成に努めると
ともに、安定的な財源確保について検討する。

計
画
の
目
標

○外国人延べ宿泊者数 
（令和７年）37.2万人 

○外国人県内消費単価
（令和７年） 4.7万円 

○外国人県内消費額
（令和７年）120.3憶円

基
本
戦
略

１ 観光インフラの充実

２ 戦略的なマーケティング

３ 取組の充実・継続

１

JNTOが設定する重点市場で誘客取組を実施するが、
リソースの関係上、以下の市場に注力する
重点市場（アジア）:台湾、タイ、シンガポール
重点市場（欧米豪）:フランス、ドイツ、米国
開拓市場:インドネシア、インド
※上記以外も人員・予算の範囲で対応

○ 観光産業は国内第２位の輸出産業に相当し、本県においても県内経済を支えていく主要産業の1つ。
特に南部など人口減少が著しい地域においては、交流人口の拡大も含め、地域の活性化に不可欠。

○ 本県では令和１５(２０３３)年に神宮式年遷宮を迎えるものの、長期的には国内旅行市場の縮小が想定されることから、
観光産業の持続的な発展に向けてインバウンド誘客に一層注力する必要がある。

（計画期間：令和８(2026)～13(2031）年度）

重
点
市
場

背
景

現
状
と
課
題

①受入環境（観光インフラの整備が不十分） ②ゲート・周遊（関空や成田・羽田からの旅行者の取り込みが不十分）
③認知度（交通アクセスを含め認知度が低い） ④対象市場（市場毎の戦術が不明確。コロナ前は結果として特定の国に集中）
⑤取組の継続性（体制や財源など）

基
本
的
な
方
針

目標値については
今後検討

○ 本県インバウンドは国・地域の裾野の広がりもあり一定増加の兆しが見られるが、一層この傾向を確かなものにしていく必
要がある。

※数値は速報値

資料２



（１）観光人材の確保・育成
①推進体制の強化

・本県及び三重県観光連盟内における職員の育成 等

（２）安定的な財源確保の検討
①観光振興にかかる安定的な財源確保の検討

・観光振興にかかる安定的な財源確保の検討 等

みえインバウンド誘客計画（仮称）＜中間案＞【概要版２／２】

３つの基本戦略と取組方向

【基本戦略１】観光インフラの充実
（１）ゴールデンルートを周遊する旅行者の取り込み
①新しい広域周遊ルートの確立

・ゴールデンルートと本県を含む具体的な周遊ルート造成 等

②他府県と連携したプロモーション

・広域DMOや近隣府県との連携プロモーション実施 等

③交通事業者や空港との連携
・周辺大都市からのアクセス手段となる鉄道事業者との連携強化

    ・空港や航空会社と連携したプロモーション実施 等

④海外OTAの活用

・海外ＯＴＡ等を活用し、検索履歴をふまえた本県の情報発信 等

（２）認知度の向上
①JNTO（日本政府観光局）と連携した情報発信

・旅行博等の共同出展やJNTOのメディアを活用した情報発信 等

②デジタルを活用した情報発信
・インフルエンサ―や動画を活用した情報発信
・観光ホームページの多言語化を含む掲載内容の充実 等

③観光・食・物産が一体となったプロモーションの実施

・海外での観光・食・物産を一体とするプロモーション実施 等

④旅行会社等とのコネクションの形成
・現地レップによる継続的なセールスと旅行会社との関係構築
・県内観光関係者と国内外旅行会社等とのセールス機会創出 等

（３）重点的に取り組む市場
○重点市場…（アジア）台湾、タイ、シンガポール

 （欧米豪）フランス、ドイツ、米国

○開拓市場…インドネシア、インド

（４）市場横断的な取組
①高付加価値旅行者層の誘致促進
・国モデル観光地事業における伊勢志摩観光コンベンション機構や

           奈良・和歌山との連携
 ・フランス福利厚生旅行の誘致 等

②MICE・産業観光の推進

・MICE誘致補助金制度の運用、産業観光推進協議会との連携 等

（５）データマーケティングの基盤整備
①データに基づく観光マーケティング

・各種データを活用したマーケティングの実施 等

（１）快適な滞在環境の整備
①高付加価値旅行者向けの上質な宿泊施設の誘致

・上質な『みえ旅』宿泊施設立地補助金を活用した誘致促進 等

②宿泊施設・観光施設におけるインバウンド対応の推進

・施設のハード整備、ユニバーサルツーリズム対応 等

③観光防災の推進

・多言語による避難経路案内の整備や啓発活動 等

（２）交通アクセスの整備
①二次交通の充実

・公共ライドシェアの活用も含めた移動手段の確保 等

②新たな交通アクセスの検討

・リニア中央新幹線開業を見据えた交通ネットワークの検討

       ・空港から観光地までのスムーズな移動ルートの検討 等

③ハブ機能を担う駅の利便性向上

・乗換環境の改善などハブ機能を担う駅の利便性向上 等

（３）滞在型周遊観光の推進
①周遊促進に向けた滞在価値の創出

・本県の歴史文化によるストーリー性のある周遊ルートの造成 等

②ガストロノミーツーリズムの推進

・本県の強みを生かした食に関する高付加価値商品の造成 等

（４）ガイド人材等の育成・活用促進
①ガイド人材の育成・活用促進

・観光ガイドの育成プログラム実施 等

【基本戦略３】取組の充実・継続

【基本戦略２】戦略的なマーケティング

２
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１ 計画策定の趣旨 

（１）背景・目的 

○ コロナ禍以降、訪日外国人旅行者数は旺盛な旅行意欲や円安を背景に著しく増加し

ており、観光産業は国内第２位の輸出産業に相当する水準まで成長しています。一方

で、都市部を中心とした一部の地域への観光客の偏在傾向が見られ、オーバーツーリ

ズムへの対応や地方への誘客促進などが課題となっています。 

○ 国は「第５次観光立国推進基本計画」に基づき、インバウンドの戦略的な誘客と住民

生活の質の確保との両立を図るとともに、観光地・観光産業の強靭化などを推進して

いくこととしています。また、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）は、様々な国や地域からの訪日

を促進し、インバウンド市場の多様化の流れをさらに後押しするため、市場ごとのニー

ズなどもふまえながら戦略的な訪日マーケティングを展開しています。 

○ 三重県においては、2033 年の神宮式年遷宮に向けて国内旅行者のさらなる増加が

期待される一方、人口減少の進行に伴い長期的には国内旅行市場の縮小が想定さ

れることから、観光産業の持続的な発展に向けてインバウンド誘客に一層注力する必

要があります。 

○ 本県の外国人延べ宿泊者数のコロナ禍前（２０１９年）からの回復率については、

2024 年は全国 47 位でしたが、2025 年は速報値ベースで全国 39 位となるなど、

インバウンド市場の裾野も広がり、一定増加の兆しも見られます。これらの傾向を確実

なものとし、さらなる誘客につなげていく必要があります。 

○ 「インバウンド誘客の取組は成果が現れるには時間がかかる一方、取組をやめるとす

ぐに来なくなる」との指摘もあります。また、さらなる誘客に向けては、宿泊施設や二次

交通などの観光インフラの整備が不十分なことや海外における本県の認知度が低い

こと、関西国際空港や成田国際空港・羽田国際空港から入国する旅行者の取り込み

が不十分であることなど、様々な課題があります。このため、本計画に基づき、取組を充

実・継続していくための推進体制の構築を図りつつ、データに基づき観光インフラの整

備やプロモーションなど、戦略的なマーケティングに資する取組を展開していきます。 
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（２）計画の位置づけ 

○ 本計画は、国の「観光立国推進基本計画」や JNTOの訪日マーケティング戦略と連動

を図るとともに、県の総合計画における観光政策を推進する「三重県観光振興基本計

画」に基づく訪日外国人旅行者の誘客を推進するための実施計画として位置づけま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画の期間 

○ 本計画の計画期間は、県の総合計画や「三重県観光振興基本計画」の期間にあわせ、

2026年度から 2031年度までの６か年とします。 

○ 計画の推進にあたっては、中間評価を実施し、インバウンドを取り巻く環境の変化等を

踏まえ、必要に応じて重点市場の見直しなど計画内容の修正を行います。 

 

令和 8年度 

（2026年度） 

9年度 

（2027） 

10年度 

（2028） 

11年度 

（2029） 

12年度 

（2030） 

13年度 

（2031） 

      

      

      

 

  

 

 
みえインバウンド 
誘客計画  

三重県観光振興 
基本計画 

 強じんな美し国ビジョンみえ 
 

 県の総合計画 

観光立国推進 

基本計画 
 

 
JNTO訪日マーケ

ティング戦略 

 みえインバウンド誘客計画 

 県の総合計画 

 三重県観光振興基本計画 
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２ 全国のインバウンドの現状 

（１）全国のインバウンドの現状 

①訪日外国人旅行者の増加 

○ 訪日外国人旅行者数は、旺盛な旅行意欲や円安等が追い風となり、コロナ禍前を上

回る水準で大きく増加しており、２０２５年には過去最高の４，２６８万人を記録しました。 

○ また、2025年の訪日外国人旅行消費額は 9.5兆円で、自動車産業の 17.6兆円に

次ぐ国内第２位の輸出産業に相当する水準となっています。 

 

図表 1-1 訪日外国人旅行者数の推移 

 
図表 1-2 製品別輸出額との比較 

521 614 673 733 835 835 
679 

861 
622 

836 
1,036 

1,341 

1,974 

2,404 

2,869 
3,119 

3,188 

412 

25 

383 

2,507 

3,687 

4,268 

単位：万人

訪日外国人旅行者数の推移

（出所）JNTO「訪日外客統計」
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②国・地域の動向 

○ 国・地域別の延べ宿泊者数では、アジアの一部の国・地域を除いて増加しており、欧米

豪の増加などにより訪日外国人旅行者市場の多様化が進んでいます。 

 

図表２-１ 国・地域別延べ宿泊者数及び割合（全国） 

 

 

図表２-2 国・地域別延べ宿泊者数（全国） 
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③訪日外国人旅行者の都市部への集中 

○ 2025 年時点で、全国の延べ宿泊者数に占める外国人の割合は、全体の四分の一超

に達していますが、訪日外国人旅行者の宿泊地は東京・大阪・京都・北海道・沖縄・福

岡の上位６都道府県に７割超が集中しています。 

○ 宿泊地の偏在傾向はコロナ禍前よりも強まっており、地方誘客の取組の重要性が増し

ています。 

 

図表３-1 外国人延べ宿泊者数の比較                図表 3-2 外国人延べ宿泊者数 都道府県別割合 

（2025年） 

 

④ゲートウェイの集中 

○ 訪日外国人旅行者の７割以上が、成田国際空港、羽田空港、関西国際空港から入国

している一方、中部国際空港は全体の 3.4％に留まっています。 

 

図表 4 日本入国時の利用空港 

三大都市圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、

愛知県、京都府、大阪府、兵庫県 

【参考】外国人比率（2025年） 全国：27.2% 地方部：16.5% 
※地方部とは、47都道府県より三大都市圏を除いた地域 

※三大都市圏とは、首都圏（東京・神奈川・埼玉・千葉）、愛知、京都・大阪・兵庫 



6 

 

 

 

⑤オーバーツーリズムの深刻化 

○ 一部の地域では、オーバーツーリズムによる過度の混雑や、マナー違反による地域住

民の生活への影響が深刻化しています。 

○ 対策に向け、観光庁は「オーバーツーリズムの未然防止・抑制をはじめとする観光地の

面的受入環境整備促進事業」により、観光地の受入環境の整備や、マナー違反防止

に向けた取組を支援しています。 

○ また、オーバーツーリズム抑制に向けた施策の財源確保の１つとして「宿泊税」の検

討・導入も進んでいます。２０２６年には全国で約 30 自治体が課税を開始する予定で

あり、県内では鳥羽市が４月より導入しています。 

 

  



7 

 

（２）国（観光庁）における観光立国推進基本計画の改定 

○ 国においては、「観光立国推進基本法」に基づき、観光立国の実現に向けた施策を総

合的かつ計画的に推進するため、「観光立国推進基本計画」を策定しています。 

○ ２０２６年３月に閣議決定された第５次観光立国推進基本計画（２０２６～２０３０年度）

では、観光が、交流人口・関係人口の拡大による地域の活力維持や国際相互理解の

促進に寄与するとともに、地域経済・日本経済の発展をリードする戦略産業であること

が示されています。 

○ 一方で、一部の都市・地域への観光客の集中により地域住民の生活の質の低下など

の懸念が生じており、観光立国の実現のためには国民の理解を得る取組の必要性が

指摘されています。そのため、地方誘客・需要分散やオーバーツーリズムの未然防止・

抑制に向けた対策強化等、観光客の受入れと住民生活の質の確保と両立のための施

策により重点を置くことが示されました。 

○ 同計画では、「インバウンドの戦略的な誘客と住民生活の質の確保との両立」「国内

交流・アウトバンド拡大」「観光地・観光産業の強靭化」の３つの方針に基づいて施策

を推進することにより、日本の魅力・活力を次世代にも持続的に継承・発展させること

ができる観光の実現を目指すこととしています。 

 

（３）日本政府観光局（JNTO）の取組 

○ 日本政府観光局（JNTO）では、持続可能な観光の実現、観光消費額の拡大、地方誘

客の促進を目的として、２０２３年度から２０２５年度までを対象としたマーケティング戦

略を策定し、市場特性に応じたきめ細かなマーケティングを展開しています。 

○ また、第５次観光立国推進基本計画を踏まえ、２０２６年度から２０３０年度を対象とした

新たなマーケティング戦略の策定が予定されています。 
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３ 三重県のインバウンドの現状と課題 

（１）三重県のインバウンド誘客の現状 

①外国人延べ宿泊者数の動向 

○ 本県の外国人延べ宿泊者数について、202４年は２４．１万人で、コロナ禍前（２０１９

年）からの回復率（62％）は全国 47位となっていました。 

○ 一方、２０２５年（速報値）は３７．２万人で現在の調査基準となった 2011 年以降で歴

代３位の水準となりました。前年比では全国３位の154％になるとともに、コロナ禍から

の回復率は９６％で全国３９位となり、増加の兆しが見られています。 

なお、本県の日本人延べ宿泊者数をみると、２０２５年は歴代３位の８９５．７万人を記録

するなど全国平均を上回って回復しており、訪日外国人旅行者を含めた全体の延べ

宿泊者数も９３３万人で歴代３位となりました。 

○ 本県の 2025 年の延べ宿泊者数における外国人比率は 4.0％で、全国平均の

27.2％や全国の地方部平均 16.5％よりも低い水準にあります。 

 

図表 5-1 外国人延べ宿泊者数の推移             図表 5-2 日本人・外国人延べ宿泊者数の推移 
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②国・地域別の傾向 

○ コロナ禍前（2019 年）と比べ、三重県の外国人延べ宿泊者の国籍は多様化・分散化

しています。 

○ コロナ禍前（2019年）では、中国が４割以上を占めていましたが、近年（2025年）で

は、欧米や韓国・台湾などの割合が増加するなど、来訪者の国・地域の割合は変化し

ています。 

 

図表 6-1  国・地域別延べ宿泊者数及び割合（三重） 

 

 

図表 6-2  国・地域別延べ宿泊者数（三重） 
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③旅行形態の傾向 

○ 三重県を訪れる訪日外国人旅行者の旅行形態は、個人手配の割合が増加傾向にあ

り、2024年で７割弱となっています。 

○ 他方、全国平均では個人手配の割合は８割を上回っています。全国と比べると、三重県

は団体旅行の割合が高い水準にあります。 

 

図表７ 旅行手配方法 

 

④空港別の利用割合 

○ 訪日外国人旅行者のゲートウェイとして、全国では成田国際空港、羽田空港、関西国

際空港の利用率は70%を超える一方、中部国際空港は3.4％と低い水準にあります。 

○ 三重県を訪れる外国人旅行者の約 65%は中部国際空港からの入国であり、利用率

の低いゲートウェイ（中部国際空港）に対する依存度が高い状況にあります。 

 

図表 8 日本入国時の利用空港 

72.6 

83.1 

58.2 

67.3 

20.2 

13.1 

37.7 

29.6 

全国（2019年）

全国（2024年）

三重県（2019年）

三重県（2024年）

単位（%）
個人 団体 その他

旅行手配方法

（出所）観光庁「インバウンド消費動向調査（２０１９年、２０２４年）」

全国籍・地域 

(2019 年) 

全国籍・地域 

(2024 年) 

三重県 

(2019 年) 

三重県 

(2024 年) 

（出所）観光庁「インバウンド消費動向調査(観光・レジャー目的)」(2019 年、2024 年) 
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⑤三重県への流出入ルート 

○ アジアの訪日外国人旅行者の三重県への流出入のルートは、愛知県が多い状況にあ

ります。特に、韓国は流出入ともに愛知県が大半を占めています。他方、台湾や中国は

関西圏との流出入も多い状況です。三重県を含む複数の周遊ルートが形成されてい

ることがうかがえます。 

○ 欧米豪の訪日外国人旅行者による三重県への流出入ルートは、京都、大阪、和歌山な

どの関西圏が中心です。三重県が、関西の近隣県を含めた観光エリアの一部として認

識されていることがうかがえます。 
 
図表 9 三重県への流出入ルート（国・地域別） 三重県への流出入ルート（国・地域別）

韓国

1.9万人 0.2万人

流入 流出

台湾

4.6万人 2.3万人

流入 流出

香港

2.6万人 0.9万人

流入 流出

中国

2.3万人 0.6万人

流入 流出

ASEAN

4.3万人 1.4万人

流入 流出

北アメリカ

0.7万人 0.4万人

流入 流出

ヨーロッパ

1.0万人 0.6万人

流入 流出

オセアニア

0.4万人 0.2万人

流入 流出

凡例

（出所）国土交通省「FFデータ（2023）」より作成
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⑥スマートフォンの位置情報（基地局通信ログデータ）を活用したデータ 

○ 日帰り旅行者も含めた外国人来県者数は、台湾、中国、香港、タイ、韓国の順に多

く、上位５つの国・地域で 67.9％を占めます。 

○ 外国人来県者数全体の宿泊率は 33.8％であり、欧米市場においては 50%を超

える国があるなど、数値が高い傾向にあります。 

 

図表 10 日帰り旅行も含めた外国人来県者数の割合 

図表１１ 国・地域別の宿泊率 

台湾 22.8%

中国 21.3%

香港 10.5%

タイ

7.0%

韓国

6.3%

米国

5.2%

豪州

3.7%

フィリピン 3.1%

シンガポール 2.6%

英国 1.8%
その他 15.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

平均 33.8％ 

（出所） モバイル空間統計 

（出所） モバイル空間統計 
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（２）三重県のインバウンドの現状からみた課題 

○ 現状把握を踏まえ、三重県の訪日外国人旅行者誘客に関する課題を、「①受入環境

（宿泊施設、交通アクセス、ガイド）」「②ゲート・流動・周遊」「③認知」「④対象市場」

「⑤取組の継続性」の５分野に整理し、受入環境については「宿泊施設」「交通アクセ

ス」「ガイド」の３項目に区分することで、計７項目の課題として整理しました。 
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①宿泊施設や二次交通などの受入体制（観光インフラ）の整備が不十分 

宿泊施設の課題 

○ 県内の観光関係者では、慢性的な人手不足に加えて、訪日外国人旅行者への対応が

できていない施設も多い状況にあります。 

○ アンケート調査では、受入環境に関する県内観光関係者の課題として、「外国語対応

ができる従業員の不足」や「多言語表示への対応」、さらには「食事対応（アレルギー、

ハラル対応等を含む※）」などが挙げられています。 

※食事対応については、アレルギーや宗教対応だけでなく「嗜好性」への対応も重要

であるという指摘もあります。特に、欧米豪などの訪日外国人旅行者は滞在期間が長

いため、日本食以外の食事を希求するケースも少なくありません。 

 

図表１２ 県内観光関係者へのアンケート調査 

 

 

【県内観光関係者へのアンケート調査 実施概要】 

・対 象 者：三重県内観光関係者 

・調 査 時 期：２０２５年７月 10日～７月 31日 

・調 査 方 法：三重県観光連盟インバウンド委員会、（公社）伊勢志摩観光コンベンション機構

加入団体へメールにより送付、WEB より回答 

・有効回収数：81件（宿泊施設、宿泊施設以外観光施設、市町・DMO、旅行会社） 

  

55.6%

44.4%

44.4%

40.7%

33.3%

29.6%

25.9%

7.4%

0.0%

59.0%

59.0%

43.6%

23.1%

28.2%

25.6%

38.5%

5.1%

5.1%

訪日外国人旅行者の認知度

外国語対応ができる従業員の不足

館内案内等の多言語表示への対応

食事対応（アレルギー、ハラル対応を含む）

施設の老朽化

従業員の不足

アクセス

その他

特になし
宿泊施設（n=27）

宿泊施設以外（n=39）

県内観光関係者へのアンケート調査

訪日外国人旅行者の受入における課題（複数回答可）
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交通アクセスの課題 

○ 県内の観光関係者の声として、三重県に来るまでのアクセス（一次交通）と、三重県を

訪れてからのアクセス（二次交通）の課題が指摘されています。 

○ 一次交通は、県外から三重県に行くための「アクセス方法がわかりづらい」という課題

があります。特に、名古屋駅からの乗り換えが複雑であることによる来訪のハードルが

高いと考えられます。 

○ 二次交通は、三重県内で「周遊しづらい」という課題があります。二次交通が弱いこと

でまちなかしか滞在できず、体験密度が高まりづらい状況にあります。また、夜の時間

帯の移動手段が乏しいことで、ナイトタイムエコノミー消費の喚起が不十分です。 

 

県内観光関係者へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇アクセス全般 

✓ 地域の受入れ課題としてアクセスが不便である。都心からの乗り継ぎ、また現地

を訪れてからの二次交通のいずれも不便である（旅行企画業） 

✓ インバウンドだけでなく地域へのアクセスが不便であり、二次交通の利便性を高

めることが重要である。三重県に空港がないことの影響は大きい（体験施設） 

〇一次交通 

✓ アクセスが不便である。大阪や京都から伊賀地域へのアクセスについても乗り換

えが必要となる（ので不便である）（DMO） 

✓ イベントなどを開催しても名古屋からのアクセスが「分からない」という理由での

キャンセルが発生したことが複数回ある（DMO） 

〇二次交通 

✓ 二次交通が弱くまちなか滞在しかできず、郊外まで周遊ができない（DMO） 

✓ レンタカーなら来れるが、分かりやすい公共交通の提供が必要と感じている

（DMO） 

✓ 夜の遅い時間帯に、外出先からホテルに戻るためのタクシーの予約ができない

ことで、宿泊者が外出そのものを控えることがある。この状態では、ナイトレジャ

ーにおける消費機会を増やすことは難しい（宿泊施設） 
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ガイドの課題 

○ 三重県には、海・山・温泉などの自然環境に加え、伊勢神宮や熊野古道、忍者、海女文

化など、国内外で高い評価を受ける自然・歴史・文化資源が多く所在します。 

○ これらの地域資源を体験価値として来訪者に届けるには、ガイドによるストーリーの伝

達が必要である一方、対応できる人材が不足しています。 

 

県内観光関係者へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇外国語ガイド対応の現状 

✓ 通訳ガイドが不足する。特に春や秋に傾向が顕著にみられる（旅行企画業） 

✓ 英語や中国語を話すことができるスタッフがおらず、外国⼈スタッフの採⽤も考

えているが来てもらえるか不安である（レジャー施設） 

✓ （言語対応は）団体では添乗員に任せており、添乗員がいないと難しい。FITで

訪れる場合は、ポケトークを利⽤している（飲食・土産物店） 

✓ 英語を話すことができるスタッフもいるが、ポケトークやスマホの翻訳アプリ等で

対応している（宿泊施設） 

〇外国語ガイド対応の期待 

✓ ⾃然・アウトドアの知識を持ち、通訳が可能な専⾨ガイドが不⾜している（DMO

等） 

✓ FIT には通訳をつけており、海⼥さんが話した内容を通訳が訳すことで海外⽂

化の理解を促している（飲食・文化施設） 

✓ 動画や通訳機器での対応を進めているが、今後は英語による直接説明の必要

性が高い。現状対応できる⼈材はおらず、十分な説明ができていない（飲食・文

化施設） 
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②中部国際空港から入国する旅行者だけではなく、ゴールデンルートを周遊する旅

行者の取り込みが不十分 
 
○ 全国的にみて、訪日外国人旅行者の訪問地は、ゴールデンルートに含まれる三大都市

圏に集中しています。特に、はじめて日本を訪れる訪日外国人旅行者は、ゴールデンル

ートを周遊する傾向にあると言われます。 

○ また、訪日外国人旅行者のゲートウェイとして、インバウンド全体では成田国際空港、羽

田空港、関西国際空港の利用率は70%を上回る一方で、中部国際空港は 3.4％と低

い水準にあります。 

○ 三重県はゴールデンルートの動線上に立地しておらず、メインゲートウェイ（中部国際

空港）の利用人数も少ないため、今後、ゴールデンルート上を周遊する旅行者に対して、

三重県を経由するルートの認知向上を図りながら、新たな集客ルートを開拓する必要

があります。 

○ なお、関西国際空港は中部国際空港と比べ、就航都市数は約３倍、便数は５倍、入国

者数は６倍の差があります。 
 
図表１３-1 外国人延べ宿泊者数（三大都市圏、地方部）の比較 

 
 

図表１３-2 日本入国時の利用空港 
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図表１３-3 中部国際空港と関西国際空港の就航都市数、便数 

 

 

  

関西国際空港中部国際空港

便数（便）就航都市数（市）便数（便）就航都市数（市）

4545913韓国

1432463台湾

1372351
香港

（マカオ含む）

52531716中国

2129585東南アジア

19500欧州

28371
北アメリカ

（ハワイ含む）

25451
オセアニア

（グアム含む）

12200その他

1,5546331320合計

関西国際空港中部国際空港

945.8154.6入国者数

中部国際空港と関西国際空港の就航都市数、便数
2025年冬ダイヤ（中部国際空港は12月現在）

空港別入国者数（外国人） （万人）

就
航
エ
リ
ア

（出所）出入国在留管理庁「出入国管理統計」より作成

（出所）中部国際空港、関西国際空港プレスリリース等から 

三重県が作成 
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③海外での認知度が低い 

○ 三重県は海外での口コミ量が少なく、十分な認知が形成されていない状態にあります。 

○ 訪日外国人旅行者を対象にした都道府県の認知度に関する調査において、三重県の

認知度は 28.4%で 45位（最下位）に位置していました。 

○ 口コミサイトの投稿数をみると、日本語（日本人）による口コミ件数は中部エリアの平

均より多い反面、外国語の口コミ数は平均よりも低い水準にあります。国内旅行者に

認知される一方、訪日外国人旅行者には認知されていないことがうかがえます。 

 

図表１４-1 訪日外国人 都道府県認知度ランキング（2019年） 

 

 

図表１４-2 トリップアドバイザーに投稿された口コミ数 

 

順位 都道府県 認知度 順位 都道府県 認知度 順位 都道府県 認知度 順位 都道府県 認知度

1 東京都 64.0% 13 愛知県 38.7% 25 埼玉県 32.8% 37 高知県 30.3%

2 大阪府 59.8% 14 静岡県 36.6% 26 鳥取県 32.6% 38 茨城県 30.2%

3 北海道 56.2% 15 鹿児島県 36.6% 27 岡山県 32.2% 39 大分県 30.1%

4 京都府 53.6% 16 長野県 36.1% 28 新潟県 32.1% 40 群馬県 30.0%

5 沖縄県 50.1% 17 兵庫県 35.8% 29 石川県 32.0% 41 滋賀県 29.6%

6 広島県 49.3% 18 熊本県 35.6% 30 山口県 31.8% 42 栃木県 29.5%

7 千葉県 45.7% 19 山梨県 35.4% 31 香川県 31.8% 43 岩手県 29.3%

8 福岡県 43.7% 20 宮崎県 34.5% 32 岐阜県 31.5% 44 島根県 28.6%

9 長崎県 43.4% 21 宮城県 33.9% 33 山形県 31.4% 45 福井県 28.4%

10 神奈川県 42.3% 22 富山県 33.2% 34 和歌山県 31.0% 45 三重県 28.4%

11 福島県 41.4% 23 青森県 33.1% 35 佐賀県 30.5% 45 愛媛県 28.4%

12 奈良県 41.3% 24 秋田県 33.0% 36 徳島県 30.4%

（N=6,000）

（出所）JTB「訪日重点15カ国調査2019」

＜全言語＞ ＜日本語＞ ＜外国語＞

トリップアドバイザーに投稿された口コミ数

（出所）中央日本観光データプラットフォーム「グローバル口コミサイト投稿データ」より作成

0 10,000 20,000 30,000 40,000

富山県

石川県

福井県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

平均

0 10,000 20,000 30,000

富山県

石川県

福井県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

平均

0 5,000 10,000 15,000 20,000

富山県

石川県

福井県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

平均

三重県 三重県 三重県

平均 平均
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④対象とする国・地域ごとに戦術が定まっていない 

○ 三重県の観光は、国内旅行者の底堅い需要に支えられてきた背景もあり、訪日外国人

旅行者の誘客に向けた具体的な戦略が整理されていない状況にあります。 

○ 県内の DMO や事業者はそれぞれ独自のターゲット（国や旅行者の属性）を設定して

おり、個別の取組が実施されています。そのため、地域内の限られたリソース（予算、人

材など）が分散している状態にあります。 

○ 県内のステークホルダーの目線を踏まえた、重点的に取り組む市場国の設定や施策の

検討が必要であると考えられます。 

 

⑤取組を継続することが必要 

○ 訪日外国人旅行者の誘客成果には長い時間を要するため、継続的な取組はもちろん、

ノウハウを蓄積するしくみを構築する必要性が高まっています。 

○ そのためには、観光行政に精通したスペシャリストの育成を図るとともに、取組の効果

検証を繰り返すことができる体制構築が求められます。 

○ 他方、行政機関の人事異動や出向者中心で運営される DMO などの現状の体制は、

人材の流動性が高く、中核的な人材の定着が実現しづらい状態にあります。 

 

先進地へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

県内観光関係者へのヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

〇継続した取組の重要性 

✓ 行政は数年で部署が変わるため、観光に携わるスペシャリストが少ない。そのた

め、DMO組織を強化し、地域観光経営を継続的に行う必要がある（高山市） 

✓ 毎年開催の商談会に出続けており、10 年かけて地道に継続して取り組んできた

ことで現地での定着がみられるなど、手ごたえを感じている（長野県観光機構） 

〇単発ではない取組への期待 

✓ 各団体からファムトリップや商談会などへの声がけはあるが、実施する⽬的は何

か、⽬指す姿は何かを⽰してほしい。その場限りの参加になっており、地域として

の（長期的に）⽬指す姿がみえにくい（宿泊施設） 

✓ ⾃治体や観光団体が主催するファムトリップでは、参加できても限られた時間

で、顔合わせをする時間や営業する時間がない、誘客につながりにくい（旅行企

画業） 
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（３）課題を踏まえた三重県の強み・弱み 

課題 三重県の強み 三重県の弱み 

①受入環境 

-宿泊施設 

-アクセス 

-ガイド 

○ 有数の国内観光地であり、基

本的な受入基盤がある 

○ 訪日外国人旅行者対応のため

の環境整備が不十分（外国語

スタッフ、多言語表示、食事対応

など） 

○ 一次交通のわかりにくさ、二次

交通の不足 

○ 地域資源を外国語で届けるガイ

ドの不足 

②ゲート・流動・

周遊 

○ 名古屋・大阪が２時間圏内で

観光圏を形成しやすい 

○ 首都圏、関西圏の双方とルート

接続できる 

○ 中部国際空港に集客を依存し

ている 

○ ゴールデンルートから南下する

ルートを提示できていない 

③認知 ○ 国内外で高い認知を誇る地域

資源が複数ある（伊勢神宮、

熊野古道、鈴鹿サーキット、海

女文化、伊賀流忍者など） 

○ 「三重県」という地名での認知

度は低い 

○ 来訪者が少ないため、口コミ情

報が生成されづらい 

○ アクセスの方法が知られていな

い、または不便である 

④対象市場 ○ 自然体験、文化体験、グルメ、

遊園地など、多様な市場に対

応できる幅広い地域資源が揃

っている 

○ DMO や事業者の個別の取組

の中で、特定市場に対する成

功事例などが蓄積されつつあ

る 

○ 主体（事業者、支援機関、行政

など）によってターゲットが異な

り、県全体として方向性が揃わ

ずリソースが分散する 

⑤取組の継続性 ○ 三重県観光部、三重県観光連

盟（都道府県 DMO）、伊勢志

摩観光コンベンション機構（地

域連携 DMO）等、多層的な観

光組織が推進の土台となって

いる 

○ 行政機関の人事異動、出向者

中心の DMO の体制により、組

織内にノウハウが蓄積しにくい 

○ 事業者・DMO・行政の役割分担

が曖昧で継続した取組を支える

推進主体が不明確になりやすい 
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（４）他地域の取組事例 

①高山市（岐阜県） 

独自ルートを活用した誘客促進 

○ 「北陸・飛騨・信州３つ星街道（※1）」や「杉原千畝ルート（※2）」など、他の自治

体との広域連携による観光ルートを造成し、プロモーションを実施 

※１ 松本、高山、白川郷、五箇山、金沢 

※２ 八百津、敦賀、高山、白川郷、金沢、中津川 

 

 
 

多言語にこだわった情報発信 

○ 多言語観光パンフレット、ホームページ等の充実（ホームページ１１言語、散策マッ

プ１２言語、外国語版総合パンフレットの用意など） 

 

住民を巻き込んだ受入観光の品質向上 

○ 長い期間をかけて、地域全体として訪日外国人旅行者を受け入れる風土を醸成し

ている。高山市民や事業者による自発的な取組や、ホスピタリティ・マインドが生ま

れ、体験価値の向上に寄与 

○ 具体的な成果として、「飛騨高山フードバリアフリー協会」によるムスリムフレンドリ

ーな取組の推進や、飲食店など現場レベルでの英語対応などがある 

 

  

（出所）高山市飛騨高山プロモーション戦略部
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②石川県 

新ゴールデンルート（レインボールート）の造成 

○ ゴールデンルートからの訪日外国人旅行者を取り込む施策として「新ゴールデンル

ート（レインボールート）」を造成しプロモーションに注力 

○ 東京―京都にかけて、アーチ型を描くルート設計により、東京―京都・大阪間を移

動する旅行者にとって、往路または復路のいずれかでも選択できるルートとして訴

求 

○ 「グランド・サークル・プロジェクト（GCP：北陸新幹線沿線自治体連携）」は、連絡

会というゆるやかな連携体を組成 

○ 加盟団体は共通事業のためにミニマム事業費を拠出。また、さらに進んだ取組を実

施したい団体同士は「手上げ方式事業」の中での連携事業も実施 

 

 

スペシャリストの育成 

○ 石川県では観光行政に従事する職員には 20 年以上在籍するメンバーもおり、ノウ

ハウ蓄積が進展 

○ 新たに参画する転入者に対しては、セールス資料の作成指導や、国内外セールス

での OJT など、ベテラン職員の伴走による実地的な教育指導により、ノウハウ伝承

を推進 

  

（出所）石川県文化観光スポーツ部
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③広島県 

リソースの選択と集中 

○ ターゲット市場設定の考え方として、「やらないことの明確化」「やることの明確化」

「連携する」を重視 

○ リソースに限りがある状態では、全方位的な取組を実施することは困難であるため、

自分たちが取り組む領域を絞り込み。また、外部リソースを積極的に取り込むべく、

タイアップ先との連携に注力 

 

 

戦略的なプロモーション 

○ 「移動を意識したプロモーション」として、広島県を訪れる訪日外国人旅行者がレン

タカーやサイクリングをどのように利用し周遊するかについてプロモーションの段階

で発信 

○ 「体験を意識したプロモーション」として、プロモーション素材の見せ方を工夫。定番

の観光地である原爆ドームや厳島神社を全面に出すのではなく、時間帯別の体験

イメージや、どんな写真が取れそうか（映えるか）といった視点から、プロモーション

を実施 

（出所）広島県観光連盟

メリハリをつけたターゲット設定 タイアップ例

（出所）広島県観光連盟
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４ 具体的な取組方向 

１０年後のめざす姿 

 

 

 

基本的な方針 

○ 本県では、お木曳行事（２０２６～２０２７年）にはじまり、２０３３年の第 63 回神宮式年

遷宮に向けて、県内外から多くの参拝者が訪れることが予想されます。 

また、将来的にはリニア中央新幹線の開業による観光流動の活発化や、アジア競技大

会（２０２６年）、ワールドマスターズゲームズ 2027 関西（２０２７年）、ＩＲ開業（２０３０

年頃予定）などのイベントも控え、訪日外国人旅行者の増加が期待されています。 

○ 一方、時間帯・エリア・交通動線等による混雑の「偏在」である、いわゆるオーバーツー

リズムが全国的な課題となっています。本県においても、国内旅行者をしっかりと受け

入れつつ、オーバーツーリズムを未然に回避しながら訪日外国人旅行者誘客を進め、

訪日外国人旅行者の国・地域の多様化・分散化を図ります。 

○ JNTO が設定する重点市場で誘客取組を実施しますが、リソースの関係上、データに

基づき重点的に取り組む市場の絞り込みを行い、市場ごとの特徴を踏まえた戦略的な

マーケティングを展開します。重点市場としてアジア地域からは台湾、タイ、シンガポー

ル、欧米豪からはフランス、ドイツ、米国を設定し、将来的な誘客拡大が期待される開

拓市場としてインドネシア及びインドを設定します。 

○ 三重県は、伊勢神宮や熊野古道など世界的に訴求力のある地域資源を有する一方、

ゴールデンルートの動線上には位置していないことから、ゲートウェイや交通アクセスを

考慮した新たな周遊ルートを確立し、ゴールデンルートを周遊する旅行者など、東京や

大阪から入国する旅行者の取り込みを図ります。また、訪日外国人旅行者を受け入れ

る基盤となる宿泊施設や交通アクセス、ガイド人材などの受入環境の充実を図り、滞

在価値の向上、ひいては観光消費額の増加を図ります。 

○ 訪日外国人旅行者誘客は成果が現れるまで時間を要する一方、取組を中断すると直

ちに減少する特性があることから、取組を充実・継続していくため、人材の確保・育成や

安定的な財源確保の検討など、持続可能な観光行政に向けた推進体制の強化を図り

ます。そして、一連の計画の推進にあたっては、県内市町・DMO や観光関連事業者な

どのステークホルダーと柔軟かつ機動的に連携しながら、地域が一体となった観光マ

ーケティング戦略の計画と実装を目指します。 

本県の魅力を求めて様々な国・地域からインバウンドが本県を訪れ、人口減少によ
り顕在化した国内旅行者の減少を補い、観光産業が本県経済を支える主要な産
業として持続的に発展している 
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取組の全体像 

○ 本計画では基本戦略として「観光インフラの充実」、「戦略的なマーケティング」、「取

組の充実・継続」の３つを設定し、それぞれに取組方向に基づき、取組を展開します。 
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基本戦略１ 観光インフラの充実 

取組方向（１）快適な滞在環境の整備 

訪日外国人旅行者が安心・安全かつ快適に滞在できる環境整備を推進します。 

 

具体的取組① 高付加価値旅行者向けの上質な宿泊施設の誘致 

○ 上質な宿泊施設の新規立地に向け、「上質な『みえ旅』宿泊施設立地補助金」を活用

し、宿泊事業者や開発事業者の視察対応など、誘致活動に取り組みます。  

【観光振興課】 

 

具体的取組② 宿泊施設・観光施設におけるインバウンド対応の推進 

○ 客室の和洋室化やトイレの洋式化、案内表示の多言語化、災害対応など、宿泊施設・

観光施設の観光インフラの整備を支援します。 【観光振興課】 

○ 伊勢志摩バリアフリーツアーセンターと連携し、宿泊施設・観光施設に対する「パーソ

ナルバリアフリー基準」による調査や「観光施設における心のバリアフリー認定」の取

得促進、バリアフリーを含むユニバーサルツーリズム対応に関する情報発信を行います。 

【観光振興課】 

 

具体的取組③ 観光防災の推進 

○ 客室の和洋室化やトイレの洋式化、案内表示の多言語化、災害対応など、宿泊施設・

観光施設の観光インフラの整備を支援します。（再掲） 【観光振興課】 

○ 訪日外国人旅行者向けに災害時の対応や情報収集の方法等を啓発するとともに、観

光事業者を対象に、災害時の訪日外国人旅行者への適切な対応や災害への備え等

について周知・啓発を行うなど、観光防災の取組を推進します。 【観光戦略課】 
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取組方向（２）交通アクセスの整備 

訪日外国人旅行者がストレスなく観光地に移動できるよう交通アクセスの整備を推進します。 

 

具体的取組① 二次交通の充実 

○ 観光地における二次交通の充実を図るため、公共ライドシェアの活用を含め、地域の

実情に応じた移動手段の確保を進めます。 【観光振興課、交通政策課】 

 

○ F１日本グランプリや神宮式年遷宮関連行事などの機会に、訪日外国人旅行者が円

滑に移動できるよう、公共交通の利便性向上を図ります。 【観光振興課、交通政策課】 

 

具体的取組② 新たな交通アクセスの検討 

○ リニア中央新幹線開業を見据え、訪日外国人旅行者をはじめとする観光交流の拡大

に向けた交通ネットワークの検討を進めます。 【観光振興課、広域交通・リニア推進課】 

○ 主要な空港から県内の観光地へのスムーズなアクセスについて検討するとともに観光

MaaSの活用やルート改善等の検討を進めます。  

【観光振興課、広域交通・リニア推進課】 

 

具体的取組③ ハブ機能を担う駅の利便性向上 

○ 訪日外国人旅行者をはじめ、全ての人が快適に公共交通機関を利用できるよう乗換

環境の改善など、県外を含むハブ機能を担う駅の利便性向上を図ります。 

 【観光振興課、交通政策課】 
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取組方向（３）滞在型周遊観光の推進 

旅行者の滞在・周遊性を高めるため、歴史・文化、食、自然(癒し)等の三重ならではの地域

資源を生かし、広域のブランディングやストーリー性のある滞在価値を創出します。 

 

具体的取組① 周遊促進に向けた滞在価値の創出 

○ お伊勢参りの歴史・文化をふまえたブランディングやストーリー性のある広域の周遊ル

ートの造成に取り組みます。 【観光振興課】 

 

具体的取組② ガストロノミーツーリズムの推進 

○ 地域ならではの食や食文化の体験価値を旅行者に提供できるよう、多様な食文化へ

対応しながら本県の強みを生かし、“三重に行かないと体験できない”食に関する高付

加価値旅行商品の造成に取り組みます。 【観光振興課】 

 

取組方向（４）ガイド人材等の育成・活用促進 

訪日外国人旅行者からの多様なニーズに対応するため、ガイド人材の育成及び活用を促

進します。 

 

具体的取組① ガイド人材の育成・活用促進 

○ 高付加価値旅行者の多様なニーズに対応できる観光ガイドの育成に向けた実践的な

講座を実施するとともに、旅行会社等とのマッチングを行うなど、活躍機会の創出に取

り組みます。 【観光振興課】 

○ 都道府県ＤＭＯである三重県観光連盟と連携し、インバウンド向け観光案内人特設サ

イトにおいて、質の高い観光ガイドに関する情報発信などに取り組みます。  

【観光振興課】 
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基本戦略２ 戦略的なマーケティング 

取組方向（１）ゴールデンルートを周遊する旅行者の取り込み 

ゴールデンルートを周遊する旅行者を含め、大阪や東京などから入国する旅行者の取り込

みに向けて、ゲートウェイ（空港）と周遊ルートをふまえたプロモーションを展開します。 
 

具体的取組① 新しい広域周遊ルートの確立 

○ 名古屋から本県を周遊して京都や大阪に向かう新たなルートに名称をつけ、ＦＩＴや旅

行会社等に訴求させるための具体的な周遊ルートを造成します。 【海外誘客課】 
 

具体的取組② 他府県と連携したプロモーション 

○ 外国人旅行者の周遊ルートを意識し、近隣府県と連携して広域でのインバウンド誘客

を実施するため、上記の新しい広域周遊ルートの周知もふまえ、広域ＤＭＯである中央

日本総合観光機構や関西観光本部との連携を強化します。 【海外誘客課】 

○ ドライブツーリズムや高付加価値旅行者の誘致など訪日旅行の目的や旅行形態とい

った共通テーマを通した他府県との連携プロモーションを実施します。 【海外誘客課】 
 

具体的取組③ 交通事業者や空港との連携 

○ 本県の観光地と大都市圏から本県へのアクセス情報を徹底的にプロモーションし、本

県を「大都市とセットで訪問できる観光地」としての定着を図るため、名古屋や京都、

大阪といった周辺の大都市から本県へのアクセス手段となる鉄道事業者との連携を

強化します。 【海外誘客課】 

○ 訪日外国人旅行者のほぼ全てが航空機を用いて入国することから、航空会社が有す

る媒体の発信力を活用した情報発信や、多くの訪日外国人旅行者が入国で利用する

空港と連携したプロモーションを実施します。 【海外誘客課】 
 

具体的取組④ 海外 OTAの活用 

○ 訪日旅行の個人旅行化が進むなかで県内での宿泊者数増加を目的として、訪日旅

行を検討する外国人に対して海外ＯＴＡや検索サイトを活用し、検索履歴をふまえた本

県の情報発信を行います。 【海外誘客課】 

○ 海外 OTA の利用促進のため、県内事業者に対して海外ＯＴＡに登録されている県内

体験コンテンツの磨き上げや、新規コンテンツの登録・活用促進等のサポートを行い、

本県地域資源の流通拡大を目指します。 【海外誘客課】 
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取組方向（２）認知度の向上 

訪日旅行の訪問先として三重県が選ばれるために、海外現地における三重県の認知度を

高めるとともに、三重県の地域資源について、訪日旅行を扱う旅行会社の商流に乗せるため

のプロモーションを実施します。 
 

具体的取組① JNTO（日本政府観光局）と連携した情報発信 

○ 訪日旅行の情報発信で強い発信力を持つ JNTO と連携し、ＪＮＴＯ共同出展における

海外旅行博等への出展や、JNTO ウェブサイト等の活用を通して、訪日旅行検討層に

対する情報発信を実施します。 【海外誘客課】 
 

具体的取組② デジタルを活用した情報発信 

○ 訪日旅行の FIT 化が進むなかで、著名なインフルエンサ―の発信力を活用して SNS

上での情報発信や番組制作を通した本県の魅力発信を実施することで、本県の飛躍

的な認知度向上を図ります。 【海外誘客課】 

○ 名古屋や京都、大阪といったゴールデンルート上の大都市からのアクセスが便利であ

ることを周知するため、本県の地域資源や本県への交通アクセス等をまとめた動画を

作成します。 【海外誘客課】 

○ 本県に興味を持った外国人が観光情報を容易に入手できるようにするため、本県観光

ホームページの多言語化や掲載内容の充実を実施します。 【海外誘客課】 

○ AI による観光情報の収集や旅行行程の作成が主流になっていくことを見越し、インタ

ーネット上にAIから提案されやすい質や量が伴った情報を築盛するとともに、より効果

的な情報発信について調査、研究していきます。 【海外誘客課】 
 

具体的取組③ 観光・食・物産が一体となったプロモーションの実施 

○ 重点市場において日常的な本県の露出増加を目的として、観光・食・物産が一体とな

ったプロモーションを実施し、本県の認知度拡大と県産品の消費拡大を図ります。 

【海外誘客課】 
 

具体的取組④ 旅行会社等とのコネクションの形成 

○ 重点市場に現地レップ（営業代理人）を設置し、継続的なセールス活動を通した現地

旅行会社やメディア関係者とのコネクションを形成し、本県の認知度向上や送客に取

り組みます。 【海外誘客課】 

○ 国内外での商談会等の開催を通して、県内観光関係者とランドオペレーターを含む国

内外の旅行会社へのセールス機会創出によるコネクション構築と県内地域資源の流

通拡大を図ります。 【海外誘客課】 
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取組方向（３）重点的に取り組む市場 

○ JNTO が定めるビジット・ジャパン重点市場（23 市場）を対象に誘客の取組を実施し

ます。 

○ 県および観光連盟が継続的な現地セールス・レップ設置・ファム招請等を実施する市

場を「重点市場」として設定します。 

また、神宮式年遷宮後を見据え、成長が期待できる市場を「開拓市場」として設定しま

す。 

○ なお、「重点市場」や「開拓市場」以外の市場も、人員・予算の範囲内で機動的にプロ

モーションを実施します。 

    

アジア市場の考え方 

○ 訪日客数が多く、地方エリア訪問希望率およびリピーター率の高い市場の中から、

三重県の地域資源との親和性などを踏まえ、「台湾」「タイ」「シンガポール」を重点

市場に設定します。 

 

図表 15 アジア市場の分析 
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【データ】 

※リピーター率：観光庁（2024）「インバウンド消費動向調査」の回答者のうち、「日本への来訪回数」について 

「２回以上」と回答した割合 

※地方エリア訪問希望率：JNTO（2023）「VJ重点市場基礎調査」 

※宿泊者数（全国）：観光庁（2024）「宿泊旅行統計調査」 
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   欧米豪市場の考え方 

○ 滞在日数が長く、高付加価値旅行者比率の高い市場であり、初訪日であっても本県

を訪れる可能性のある市場であることから、高額資産保有者数や本県に宿泊する割

合、文化・歴史などの本物志向との親和性を踏まえ、「フランス」「ドイツ」「米国」を

重点市場に設定します。 

 

図表 16 欧米豪市場の分析 
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【データ】 

※高額資産保有者数：UBS（2023）「Global Wealth Report」 で推計されている、保有資産 100万$以上の人数 

※三重県の宿泊者シェア：観光庁（2024）「宿泊旅行統計調査」のデータを参考に 

「三重県の宿泊者数÷全国の宿泊者数」を計算 

※宿泊者数（全国）：観光庁（2024）「宿泊旅行統計調査」 

バブルのサイズ： 

宿泊者数（全国） 

バブルのサイズ： 

宿泊者数（全国） 
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開拓市場の考え方 

○ 将来的な訪日需要の拡大が見込まれる市場の中から、経済成長率及び高額資産保

有者数の増加動向を踏まえ「インドネシア」「インド」を開拓市場に設定します。 

 

図表 17 開拓市場の分析 
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【データ】 

※実質 GDP成長率（2024）：IMF統計に基づく各国の実質ベース GDP成長率。GDP成長率は GDP（国内総生産）の 

対前年比伸び率のこと（経済成長率）。「実質ベース」は名目 GDPから物価変動による増減分を取り除いたもの。 

※訪日外客数増減率：JNTO「訪日外客統計」を参考に、2019年→24年にかけての増減率を計算 

※高額資産保有者数：JNTO「訪日旅行データハンドブック」に記載されている、100万$以上の「高額資産保有者数」 

（原典：ユーロモニターインターナショナル） 

成長市場は以下の条件により選出 
IMFの定義で「先進国」に該当しないかつ、 
JNTOによる「市場別マーケティング戦略の概要」で市場成熟度が「低」に該当 

バブルのサイズ： 

高額資産保有者数 
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重点市場① 台湾 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日
本
 
 
の
 
か
な
食
 
化
（
 
阪
 
、
 
 
海
老
、
 
 
 
、
海
 
 
 
）
、
海
と
山
が
 
り
な
 
 
か
な

 
 
 
観
（
 
 
所
の
 
 
 
観
、
な
 
な
の
 
、
熊
野
 
道
）
で
 
 

 
訪
日
 
 
人
旅
行
者
が
「訪
日
 
に
 
 
し
 
い
た
 
と
」の
 
位
は
「
日
本
食
を
食
 
る
 
と
」、
 
位
は
「
シ
  
ピ
ン

 
」
で
 
る
 
と
か
ら
、
食
（
 
阪
 
、
 
 
海
老
、
 
 
 
、
海
 
 
 
）
 
 
 
と
 
 
し
た
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
施
 
る
 

 
成
 
市
 
の
中
で
は
団
体
旅
行
の
 
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
 
地
旅
行
 
 
と
県
内
事
業
者
の
ネ
 
ト
 
ー
 
ン
 
 

 
に
向
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
 
 
・
 
 
旅
行
の
中
 
 
 
で
 
る
 
0
 
4
0
 
 
 
、
 
大
 
リ
 
ー
ム
 
で
 
る
2
0
 
4
0
 
を
 
イ
ン
タ
ー

 
 
ト
に
、
観
光
施
設
 
 
食
施
設
の
 
新
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
中
部
国
際
空
港
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
る
 

 
 
 
関
 
者
の
県
内
へ
の
 
 
 
 
地
で
 
 
 
 
る
個
 
 
 
 
へ
の
参
 
な
 
に
よ
り
、
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
を
 
る
 

1
 9
 
9
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

4
  
万
人
泊

(全
国
 
9
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

 
 
 

 
2
 

9
2
 9
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

 
 
 

リ
ピ
ー
タ
ー
率

 
 4
泊

平
均
泊
数

1
0
  
9
 
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
阪
 
、
 
 
海
老
、
 
 
 
、
海
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
ナ
 
シ
マ
リ
 
ー
ト
、
 
鹿
 
ー
 
 
ト
、
 
 
ス
 

イ
ン
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
所
の
 
 
 
観
、
な
 
な
の
 
、

熊
野
 
道
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
体
 
 
泊

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
観
光
・
食
・
 
 
が
 
体
と
な
 
た
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
地
旅
行
 
 
と
県
内
事
業
者
の
ネ
 
ト
 
ー
 
ン
 
 
 
に
向
 
た
 
 
 
等

（
 
北
市
、
高
 
市
、
 
中
市
等
）

 
 
 
 
等
を
 
 
し
た
 
 
 
 
の
 
 

 
 
 
の
 
 
訪
を
 
 
し
た
 
 
旅
行
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大
阪
 
京
都
、
 
 
 
な
 
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
 
 
と
と
 
に
、
 
統
 
化
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
施
設
 
で
を
含
む
地
域
 

 
の
多
 
 
で
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
成
 
市
 
で
 
る
 
と
か
ら
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
し
 
い
る

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
4
年
)」
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重点市場② タイ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
所
の
 
 
の
 
観
、
な
 
な
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海
 
 
 
、
 
か
 
 
 
の
食
 
 
き
、

フ
ル
ー
 
 
り
（
 
 
 
か
 
、
い
 
 
等
）

 
市
 
の
成
 
と
と
 
に
 
 
 
 
 
 
 
と
、
 
 
 

 
 
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
 
 
ら
 
 
い
る
 

 
 
 
神
宮
、
 
賀
 
 
者
、
海
 
 
化
、

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
地
レ
 
プ
の
 
 
 
タ
イ
旅
行
業
 
 
と
 
 
し
た
旅
行
 
 
向
 
セ
ー
ル
ス

 
ト
 
プ
イ
ン
フ
ル
 
ン
 
ー
の
 
 
 
を
 
 
し
た
 
 
 
 

 
 
道
事
業
者
と
の
 
 
に
よ
る
観
光
地
 
ア
ク
セ
ス
 
 
等
を
セ
 
ト
に
し
た
 
  
 

向
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
地
 
食
 
等
と
 
 
し
た
観
光
・
食
・
 
 
が
 
体
と
な
 
た
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
 
 
、
 
 
 
等
を
 
 
し
た
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
訪
日
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
東
北
な
 
地
方

を
訪
 
る
旅
行
者
 
増
 
し
 
い
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
訪
日
旅
行
者
の
リ
ピ
ー
タ
ー
率
が
 
 
以
 
で
地
方
訪
 
 
 
 
高
い
 
と
か
ら
、
大
阪
 
京
都
、
 
 
 
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
の
良
 
を
 
調
し
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
形
成
を
 
る
 

 
市
 
の
成
 
と
と
 
に
 
  
率
が
高
 
 
 
い
る
た
 
、
タ
イ
市
 
に
 
い
 
特
に
 
 
と
 
 
 
い
る
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
根
 
い
 
ー
 
が
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
 
し
た
 
  
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を

行
 
 

 
タ
イ
で
は
 
ら
 
な
い
 
 
 
 
 
に
 
 
、
 
に
対
 
る
 
ー
 
が
高
い
 
と
を
 
 
 
、
 
・
 
・
 
葉
・
 
 
が

 
し
 
る
ス
 
 
ト
、
三
重
県
な
ら
で
は
の
食
の
 
 
を
中
 
に
 
 
 
 
を
行
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重
 
な
 
ー
 
ー
ド
で
 
る
た
 
、
三
重
県
な
ら
で
は
の

 
 
・
 
化
等
を
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
し
特
 
 
る
地
方
の
観
光
地
で
 
る
 
と
を
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三
重
県
な
ら
で
は
の
 
 
・
 
化
 
食
に
 
 
、
都
市
か
ら
 
 
に
ア
ク
セ
ス
で
き
 
 
 
観
を
 
し
 
る
ス
 
 

ト
を
 
 
 
 
 
る
 
 
 
 
 
に
 
た
 
 
は
、
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
 
関
西
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
 
 
 
 

し
、
都
市
と
セ
 
ト
で
訪
 
で
き
る
特
 
 
る
地
方
観
光
地
の
 
 
を
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
地
旅
行
 
 
向
 
セ
 
ナ
ー
 
セ
ー
ル
ス
 
ー
ル
に
 
い
 
「
 
 
な
体
 
」
を
 
ー
 
ー
ド
に
 
 
 
 
 
る

と
と
 
に
、
 
  
 
プ
 
モ
ー
シ
 ン
に
 
い
 
 
「
 
 
な
体
 
」
を
 
 
し
た
 
 
を
 
施
 
る
 

4
0
 
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

1
  
万
人
泊

(全
国
2
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

 
 
 

2
 
 

 
9
 9
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

 
 
 

リ
ピ
ー
タ
ー
率

 
 1
泊

平
均
泊
数

2
 2
 
4
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
4
年
)」
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重点市場③ シンガポール 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
訪
日
旅
行
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
な
 
を
 
 
し
 
い
る

 
 
 
所
の
 
 
の
 
観
（
 
葉
・
 
 
 
）
、

な
 
な
の
 

 
食
で
は
 
 
 
（
海
老
、
 
、
 
 
）
、
 
 

な
 
が
人
 

 
海
 
 
 
、
 
 
 
 
、
 
阪
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
地
旅
行
 
等
へ
の
出
 
等
に
よ
る
 
  
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
 
 
、
 
 
 
等
に
よ
る
 
ン
ラ
イ
ン
を
 
 
し
た
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
地
の
 
 
な
旅
行
 
 
と
の
ネ
 
ト
 
ー
ク
の
 
 
と
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
か
、
北
海
道
、
 
馬
、
 
川
 
、
 
山
 

部
と
い
 
た
「
 
 
 
 
 
 
」
を
 
 
た
 
 
ル
ー
ト

 
人
 
で
 
る

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三
重
県
な
ら
で
は
の
 
 
・ 
化
 
食
に
 
 
、
大
阪
 
京
都
、
 
 
 
か
ら
 
 
に
ア
ク
セ
ス
で
き
 
 
 
観

を
 
し
 
る
ス
 
 
ト
を
 
 
 
 
 
る
 
 
 
 
 
に
 
た
 
 
は
、
 
 
ア
ク
セ
ス
の
 
 
 
セ
 
ト
で
 
 
し
、

都
市
と
セ
 
ト
で
訪
 
で
き
る
特
 
 
る
地
方
観
光
地
の
 
 
を
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高
 
 
 
 
旅
行
を
 
 
 
地
旅
行
 
 
に
対
し
 
、
三
重
県
が
 
 
 
 
 
 
統
、
 
か
な
 
 
 
観
等

を
 
 
 
た
地
域
 
 
 
、
県
内
の
宿
泊
施
設
等
に
関
 
る
観
光
 
 
を
 
 
 
る
 
と
で
、
リ
ト
リ
ー
ト
の
観

 
か
ら
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
行
 
 

4
0
4
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
 
1
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

9
4
 

 
 

 
 
  
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

 
 
 

リ
ピ
ー
タ
ー
率

 
 4
泊

平
均
泊
数

2
 0
0
4
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
シ
ン
 
 
ー
ル
国
籍
 
 
者
の
 
 
以
 
が
訪
日
旅
行
 
 
の
 
る
リ
ピ
ー
タ
ー
中
 
の
成
 
市
 
で
 
り
、
地
方

の
認
知
、
訪
 
率
 
高
い
 
と
か
ら
、
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
 
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
 
を
 
調
し
、
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
る
 

 
 
  
率
が
高
い
市
 
で
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
に
よ
り
、
本
県
の

認
知
度
向
 
に
向
 
た
取
 
を
行
 
 

 
 
方
で
、
旅
行
 
 
を
 
し
 
訪
日
旅
行
を
手
 
 
る
 
 
 
 
 
 
 
る
た
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
1
人
 
た
り
の
 
目
 
 
 
が
高
 
、
訪
日
旅
行
で
の
観
光
消
費
 
 
大
き
い
 
向
が
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
を
 
る
 

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
4
年
)」
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重点市場④ フランス 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
賀
 
 
者
、
 
 
神
宮
、
熊
野
 
道
、

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海
 
 
化
、
 
 
 
 
体
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
岩
、
 
 
 
、
 
目
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
本
県
の
観
光
地
 
 
 
ア
ク
セ
ス
の
 
 
を
 
 
 
た
プ
 
モ
ー
シ
 ン

 
 
地
レ
 
プ
（
 
業
 
 
人
）
等
を
 
 
し
た
旅
行
 
 
と
の
ネ
 
ト
 
ー
 
ン
 

 
海
外
 
 
 
 
イ
ト
等
を
 
 
し
た
 
  
 
向
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
福
 
 
 
旅
行
の
 
 

2
 
0
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

 
 
 

1
2
 

 
9
  
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

2
9
 

リ
ピ
ー
タ
ー
率

1
 
 1
泊

平
均
泊
数

1
  
 
 
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
で
、
本
 
の
体
 
 
 
 
の

 
 
を
 
 
ら
 
る
 
所
で
 
 
 
、
 
動
の
 

 
は
 
し
 
な
い

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
の
訪
日
旅
行
者
が
本
県
を
 
 
 
る
よ
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 

調
し
な
が
ら
本
県
の
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
 
 
 
 
統
 
化
等
の
本
 
体
 
へ
の
 
 
・
関
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
 
に
出
し
 
 
客
を
 
る
 

 
 
 
 
 
、
 
ス
 
ィ
ナ
 
ル
 
ー
リ
 
ム
へ
の
 
 
が
高
 
 
 
 
り
、
か
 
地
域
 
 
と
の
 
 
に
関
 
を
示
 

 
向
が
 
る
 
と
か
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
の
観
 
か
ら
 
 
 
 
る
 

 
旅
行
 
で
の
消
費
 
が
高
い
 
向
が
 
り
、
 
度
 
成
 
 
る
と
 
 
的
に
 
ア
ー
が
 
行
 
 
、
か
 
 
ア
ー

の
 
行
率
が
高
い
な
 
の
 
リ
 
ト
が
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
 
と
 
、
 
者
 
 
 
、
熊
野
 
道
 
 
 
な
 
本
県
な
ら
で
は
の
地

域
 
 
を
 
か
し
た
 
化
体
 
な
 
で
 
 
 
る

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
目
 
 
 
 
な
 
 
か
な
 
 
が
 
り
な
 
 
日
 
の
中
で
リ
フ
レ
 
シ
 
 
る
と
と
 
に
、
海
 
 

 
体
 
な
 
に
よ
る
地
域
に
 
り
 
 
 
体
 
で
 
 
 
る

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
4
年
)」
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重点市場⑤ ドイツ 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
熊
野
 
道
 
 
 
を
中
 
と
し
た
 
 
と
 
 
ア
ク
セ
ス
の
 
 
を
セ
 
ト
に
し
た

プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
海
外
 
 
 
 
イ
ト
等
を
 
 
し
た
 
  
 
向
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
と
な
 
 
い
る

 
 
 
 
 
 
 

 
平
均
泊
数
は
長
い
 
向
が
 
る
が
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
以
外
の
地
域
に
 
い
 
知
ら
な
い
人
が
多
 
、
本
県

の
地
域
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
調
し
た
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
 
か
な
 
 
 
そ
の
中
で
 
施
 
る
ハ
イ
 
ン
 
等
の
ア
ク
 
ィ
 
 
ィ
の
 
ー
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
と
し
 
 
 
化
を
 
る
な
 
、

 
  
に
対
 
る
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
 
 
 
る
 

 
 
国
と
は
 
な
る
日
本
の
 
化
 
 
神
 
へ
の
関
 
が
高
い
 
と
か
ら
、
そ
 
ら
の
本
 
に
 
 
ら
 
る
地
域
 

 
等
に
 
い
 
、
 
 
 
 
の
際
に
よ
 
 
 
 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
行
 
 

 
 
 
 
 、
 
ス
 
ィ
ナ
 
ル
 
ー
リ
 
ム
へ
の
 
 
が
高
 
 
 
 
り
、
そ
の
 
地
の
 
ら
し
体
 
へ
 
関
 
を
示
 

 
向
が
 
る
 
と
か
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
の
観
 
か
ら
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大
都
市
以
外
の
知
 
度
は
高
 な
い
 
と
か
ら
、
「
日
本
人
の
 
の
 
る
 
と
」
と
言
 
 
る
 
 
神
宮
 
、
 
 

 
 
に
 
 
 
 
 
い
る
 
 
道
で
 
る
熊
野
 
道
 
 
 
な
 
、
日
本
人
の
 
神
 
が
 
い
知
 
る
地
域

 
 
に
 
い
 
、
 
 
な
 
 
を
行
 
 
と
を
 
 
し
な
が
ら
 
 
 
 
を
行
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海
 
 
 
体
 
 
 
 
 
 
体
 
な
 
、
三
重
県
な
ら
で
は
の
地
域
の
人
と
 
 
で
き
る
地
域
 
 
を
中
 

と
し
た
 
  
 
向
 
の
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
行
 
 

2
 
 
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

9
 
 

 
 

 
0
 1
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

2
4
 

リ
ピ
ー
タ
ー
率

1
 
  
泊

平
均
泊
数

1
 0
 
0
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
神
宮
、
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
県
内
 
地
の
旅
館

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
熊
野
 
道
 
 
 

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
4
年
)」
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重点市場⑥ 米国 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
本
県
の
観
光
地
 
ア
ク
セ
ス
 
 
等
を
 
 
 
た
認
知
度
向
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
地
レ
 
プ
（
 
業
 
 
人
）
等
を
 
 
し
た
旅
行
 
 
と
の
ネ
 
ト
 
ー
 
ン
 

 
 
 
 
の
高
い
 
 
 
体
を
 
 
し
た
 
  
 
向
 
 
 
 
 

 
海
外
 
 
 
 
イ
ト
等
を
 
 
し
た
 
  
 
向
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
と
な
 
 
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
本
県
を
 
 
 
る
よ
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
 
調
し
な
が
ら
本
県
の
認
知
度
向
 
を
 
る
 

 
本
 
の
日
本
 
化
体
 
へ
の
 
ー
 
が
 
い
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
と
を
 
 
し
 
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
を
行
 
 

 
高
 
 
 
 
 
者
数
が
 
 
 
多
で
 
る
た
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
観
 
か
ら
 
 
地
旅
行

 
 
等
と
の
 
ネ
ク
シ
 
ン
形
成
に
 
 
る
 

 
 
国
は
 
  
で
の
訪
日
旅
行
者
が
多
 
、
か
 
 
 
 
 
の
中
 
地
と
言
 
 
 
い
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ー
ル
 
ン
ル
ー
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
 
と
 
、
 
 
神
宮
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開拓市場 インドネシア・インド 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
市
 
の
動
向
 
 
 
 
向
、
 

 
的
プ
 
モ
ー
シ
 
ン
等
の
 
 
し
た

 
 

 
 
 
の
本
 
的
な
 
客
を
 
 
 

た
食
の
 
 
 
、
 
 
 
の
 
 

へ
の
対
応
 
の
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
高
 
 
 
い
る
 
 
た
、
 
 
 
ア
ー

 
 
 
 
 
る
な
 
、
 
 
に
地
方
の
認
知

度
 
高
 
 
 
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海
外
旅
行
 
 
 
者
が
多
数
を
 
 
る
が
、
 
 

の
 
 
成
長
に
 
い
、
 
 
と
 
に
旅
行
 
 
の

 
大
が
 
 
 
 
る
 
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
 
施
 
る
 

 
訪
日
旅
行
の
 
リ
 
ー
ム
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
行
 
 

 
旅
行
 
 
を
 
 
 
る
訪
日
旅
行
者
 
多
い
た
 
、

旅
行
 
 
と
の
関
 
の
 
 
・
 
化
を
 
る
と
と
 
に
、

旅
行
 
 
ス
タ
 
フ
の
本
県
の
観
光
 
 
に
関
 
る

知
 
向
 
に
 
 
る
 

 
 
市
 
と
 
 
 
 
 
 
等
に
よ
る
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
所
の
 
 
 
観
（
 
葉
・
 
 
 
）
、

な
 
な
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
ナ
 
シ
マ
リ
 
ー
ト
、
 
鹿
 
ー
 
 
ト
、

 
 
ス
 
イ
ン
 
、
鳥
 
 
 
館

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ジ
ャ
 
ド
リ
ー
ム
長
島

2
0
1
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
 
位
)

 
 
三
重
県

 
  

団
体

旅
行
形
 

 
 
 

1
2
 

 
 
 1
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

 
 
 

リ
ピ
ー
タ
ー
率

 
 0
泊

平
均
泊
数

1
 1
0
9
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

1
 
 
万
人
泊

 
 
宿
泊
者
数
（
全
国
）

0
  
万
人
泊

(全
国
2
1
位
)

 
 
三
重
県

 
 
2
 
 

観
光
消
費
 
（
全
国
）

 
  

団
体

旅
行
形
 

 
 
 

1
 
 

 
 
 9
 

地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

1
 
 

リ
ピ
ー
タ
ー
率

9
  
泊

平
均
泊
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
賀
 
 
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
所
等
の
 
 
の
 
観
（
 
葉
・
 
 

 
）
、
な
 
な
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
他
、
 
 
 
 
の
 
 
で
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
4
年
)」

（
出
 
）

観
光
消
費
 
、
地
方
 
リ
ア
訪
 
 
 
率

  
 
 
「
市
 
 
 
」

 
 
宿
泊
者
数

観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
(2
0
2
 
年
)」

そ
の
他
数
 

観
光
庁
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
(2
0
2
4
年
)」



42 

 

取組方向（４）市場横断的な取組 

オーバーツーリズム回避の観点も踏まえ、県内での観光消費額増大を目的に高付加価値

旅行者層の誘客や、県内への波及効果が大きいＭＩＣＥや産業観光を誘致します。 

 

具体的取組① 高付加価値旅行者層の誘客促進 

○ より大きい観光消費額が期待できる高付加価値旅行者層が多いとされる欧米市場に

現地レップ（営業代理人）を設置し、旅行会社へのセールスや商談会等を通した本県

の魅力発信を行います。【海外誘客課】 

○ 本県の認知度向上を目的に、情報発信の中心地と言われる米国において高付加価値

旅行者層へのリーチを見込める媒体を活用して本県特有の伝統や歴史・文化、自然

等の情報発信を行います。 【海外誘客課】 

○ 観光庁の「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりモデル観光地」に選

定されている伊勢志摩エリアと紀伊山地エリアと連携した広域でのプロモーションを

実施します。 【海外誘客課】 

○ 一度造成されると高い確率で催行され、かつ訪問先での高い消費額が見込めるフラ

ンスの福利厚生旅行のさらなる誘致を目的としたプロモーションを実施します。 

  【海外誘客課】 

 

具体的取組② ＭＩＣＥ誘致の促進 

○ 国際会議をはじめ、海外からの参加者を含んだ企業ミーティングや報奨・研修旅行と

いった MICEの県内開催について、ＭＩＣＥ誘致促進の補助金制度の活用や会場提案、

関連事業者の紹介等の開催支援を、関係機関と連携して実施します。 【海外誘客課】 

○ ＭＩＣＥ誘致のレップ（営業代理人）によるセールスや商談会への参加、地元大学等県

内高等教育機関へのセールス活動を通じ、ＭＩＣＥ誘致におけるキーパーソンとの関係

構築に努めるとともに、MICE開催における三重県の優位性を PR します。 

【海外誘客課】 

 

具体的取組③ 産業観光の誘致促進 

○ 三重県産業観光推進協議会と連携し、海外の企業経営者層が日本企業の見学等を

通じて学びを得る研修旅行の誘致促進を図るため、国内外の商談会やセミナー等の

開催を通じ、キーパーソンとなるエージェントとのネットワーク構築に取り組みます。また、

産業観光の県内普及を図るため、企業訪問や説明会の開催等に取り組み、見学等受

入企業のさらなる拡大を進めます。 【海外誘客課】 
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取組方向（５）データマーケティングの基盤整備 

各種インバウンドに関するデータの収集を行うとともに、データに基づく戦略的なマーケティ

ングを実施します。 

 

具体的取組① データに基づく観光マーケティング 

○ 属性、県内での立ち寄り地などインバウンドの動態、県内宿泊事業者のインバウンドの

受入状況等のマーケティングとマネジメントに関するデータの取得に取り組み、データ

に基づいた観光マーケティングを実施します。【観光戦略課】 
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基本戦略３ 取組の充実・継続 

取組方向（１）観光人材の確保・育成 

継続的なインバウンド誘客を行うため、観光地経営の司令塔としての役割を担うＤＭＯとの

連携を強化し、ＤＭＯの組織内にインバウンド誘客に関するノウハウを蓄積します。また、観光産

業の従事者の確保・育成に努め、持続的な観光地づくりに向けた受け入れ態勢の確立と向上

を図ります。 

 

具体的取組① 推進体制の強化 

○ 本県及び三重県観光連盟内においてインバウンド誘客業務に従事する職員の育成や、

旅行会社や県内観光関係事業者等とのコネクションの構築・継承に努めます。 

【観光振興課、海外誘客課】 

○ 観光産業における生産性向上や、人材戦略の構築支援による観光産業の従事者の確

保・育成・定着を通じて、観光関連事業者の経営基盤の強化を図ります。 

 【観光戦略課】 

○ 都道府県ＤＭＯである三重県観光連盟が、インバウンド向けプロモーション、データマ

ーケティング、地域ＤＭＯ等への支援を着実に実施できるよう基盤強化に取り組みます。 

【観光振興課】 

 

取組方向（２）安定的な財源確保の検討 

継続的なインバウンド誘客のために必要となる財源について、他自治体等の事例も参考に

検討を行います。 

 

具体的取組① 観光振興にかかる安定的な財源確保の検討 

○ みえインバウンド誘客計画検討有識者会議において有識者から意見があった継続的

なインバウンド誘客に必要となる安定的な財源の確保については、全国や県内の事例

をふまえ、県内市町や観光関連事業者の声を丁寧に伺いながら検討を進めます。  

【観光戦略課】 
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５ 計画の進行管理 

 

（１）数値目標設定の考え方 

○ 本計画における数値目標は、「10 年後のめざす姿」に掲げる、オーバーツーリズムを未然

に回避しつつ多様な国・地域からの誘客を実現し、観光産業が本県経済を支える主要産

業として持続的に発展する姿の実現に向け、訪日外国人旅行者誘客の「量」と「質」の両

面から成果を把握する観点を踏まえて設定します。 

○ 成果目標（アウトカム目標）については、訪日外国人旅行者数の単純な増加のみを追求

するのではなく、滞在の質や地域経済への波及効果を重視する観点から、「外国人延べ

宿泊者数」と「外国人県内消費単価」、及び「外国人県内消費額（宿泊者のみ）」を設定

します。 

これにより、誘客規模の拡大とあわせて、消費額の増加といった経済的な効果を評価する

こととします。 

 

【目標値の一覧】 

項目 現状 

25 

成
果
目
標 

外国人延べ宿泊者数※１ 
37.2 

万人泊 

外国人県内消費単価※２ 
4.7 

万円 

外国人県内消費額 

（宿泊者のみ）※３ 

120.3 

億円 

 

※１ 観光庁「宿泊旅行統計調査」における外国人延べ宿泊者数（施設所在地別）を参照 

※２ 観光庁「インバウンド消費動向調査」における「１人１回当たり旅行消費単価（訪問地別、

一般客（全目的）」を参照 

※３ 外国人実宿泊者数と外国人県内消費単価を乗じた数値  

 


